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資料２ 
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教育大綱策定にかかる留意事項（関連通知等）について  

○文部科学省初等中等教育局長通知（平成 26 年 7 月 17 日・26 文科初第 490 号）  

 

  

第三 大綱の策定について  

２ 留意事項  

（１）大綱の定義  

① 大綱は、詳細な施策について策定することを求めているものではない  

② 大綱は、国の教育振興基本計画における基本的な方針を参酌して定める

こと  

④ 期間は、法律では定められていないが、４年～５年程度を想定している  

（２）大綱の記載事項  

① 大綱の主たる記載事項は、主として、学校の耐震化、学校の統廃合、少

人数教育の推進、総合的な放課後対策、幼稚園・保育所・認定こども園を

通じた幼児教育・保育の充実等、予算や条例等の地方公共団体の長の有す

る権限に係る事項についての目標や根本となる方針が考えられる  

② 大綱は、地方公共団体の長が策定するものとしているが、総合教育会議

において、地方公共団体の長と教育委員会が、十分に協議・調整を尽くす

ことが肝要である  

③ 調整がついた事項を大綱に記載した場合には、地方公共団体の長及び教

育委員会の双方に尊重義務がかかる  

⑥ 大綱には、地方公共団体の長の権限に関わらない事項（教科書採択の方

針、教職員の人事の基準等）について、教育委員会が適切と判断して記載

することも考えられる  

（３）地方教育振興基本計画その他の計画との関係  

① 教育基本法第 17 条第２項に規定する教育振興基本計画その他の計画を

定めている場合には、地方公共団体の長が、総合教育会議において教育委

員会と協議・調整し、当該計画をもって大綱に代えることと判断した場合

には、別途、大綱を策定する必要はない  
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○地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31 年法律第 162 号）  

 

○教育基本法（平成 18 年法律第 120 号）  

 

○第３期教育振興基本計画（平成 30 年 6 月 15 日閣議決定）  

 

 

（大綱の策定等）  

第一条の三 地方公共団体の長は、教育基本法第十七条第一項に規定する基本的な

方針を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体の教育、学術及び文化

の振興に関する総合的な施策の大綱（以下単に「大綱」という。）を定めるもの

とする。  

２ 地方公共団体の長は、大綱を定め、又はこれを変更しようとするときは、あら

かじめ、次条第一項の総合教育会議において協議するものとする。  

３ 地方公共団体の長は、大綱を定め、又はこれを変更したときは、遅滞なく、こ

れを公表しなければならない。  

４ 第一項の規定は、地方公共団体の長に対し、第二十一条に規定する事務を管理

し、又は執行する権限を与えるものと解釈してはならない。  

（教育振興基本計画）  

第十七条  政府は、教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るた

め、教育の振興に関する施策についての基本的な方針及び講ずべき施策その他必

要な事項について、基本的な計画を定め、これを国会に報告するとともに、公表

しなければならない。  

別 紙  



資料３ 

1 

次期教育大綱 策定スケジュール 

 総合教育会議 総合計画 

H31.2 
平成 31年度・第 2回 

・意見交換 
施策体系・成果指標素案 

3  基本構想素案 

4   

5 
平成 32年度・第 1回 

・骨子（視点・期間・目標）の協議 
 

6   

7 
平成 32年度・第 2回 

・骨子（視点・期間・目標）の決定／

基本方針の協議 

重点基本事業決定 

8  重点事務事業立案 

9  重点事務事業決定 

10 
平成 32年度・第 3回 

・基本方針の決定 

（教育大綱の決定） 

予算編成 

11  予算編成 

12  基本構想（施策の大綱）議決 

H32.1   

2   

3 （議会報告）  
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次期教育大綱 骨子 

 現 行 次 期 

視 点 市民に分かりやすい大綱とする  

名 称 筑後市教育大綱 

位置付け 
筑後市の教育や子育てに関する施策の目標やその根本となる方針を

定めるもの 

期 間 
4年間 

平成 28年度から 31年度まで 

  年間 

2020年度から    年度まで 

目 標 

「教育のまち・ちっご」 

~ちっごで育ち、ちっごを愛し、ちっご

を育てる人づくり~ 

 

基
本
方
針 

1 
ふるさとちっごへの愛を育てるまちづ

くりの推進 
 

2 子育てしやすいまちづくりの推進  

3 
社会を生きぬく力を育む学校教育の推

進 
 

4 生きがいを感じる生涯学習の推進  

5 
スポーツを通した健康なまちづくりの

推進 
 

 

 



Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト
3



Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト
4



Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト
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Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト
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Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト
7



Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト
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Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト
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Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト
10

Administrator
タイプライターテキスト

Administrator
タイプライターテキスト



資料４ 

1 

現教育大綱と総合計画との関連図 

教育大綱 第五次 第六次 

基本方針 1 

ふるさとちっごへの愛を育てるまち

づくりの推進 

郷土の歴史や伝統・文化を理解し、

誇りを持ってふるさとちっごを愛す

る市民の育成を目指します。 

施策 5-4 

伝統文化・郷土文化の継承 

伝統・郷土文化を知ることによっ

て、市民が郷土に愛着を持っている。 

基本事業 5-2-4 

文化財の保護と活用 

貴重な文化財を次世代へ継承する

ため、文化財の保護と活用を行って

いる。 

（施策 5-2 生涯学習・スポーツの推進） 

施策 5-2 

青少年の健全育成 

青少年が健全に育成され、豊かな

社会を築く一員になっている。 

基本事業 5-2-5 

児童・生徒への社会教育の推進 

青少年が健全に育成され、豊かな

社会を築く一員になっている。 

（施策 5-2 生涯学習・スポーツの推進） 

基本方針 2 

子育てしやすいまちづくりの推進 

幼児期から義務教育期を通し、子

どもが健やかに育ち、子育てのよろ

こびを感じられるまちづくりを目指

します。 

施策 4-1 

少子化対策・子育て支援の充実 

安心して子どもを産み、子育ての

よろこびを感じられるまちになって

いる。 

施策 4-1 

子育て支援の充実 

安心して子どもを産み、子育ての

よろこびを感じられるまちになって

いる。 

基本方針 3 

社会を生きぬく力を育む学校教育の

推進 

「確かな学力の向上」、「豊かな心

の育成」、「健やかな体の育成」を柱

として 21世紀型能力（基礎力・思考

力・実践力）を併せた、社会を「生

きぬく力」の育成を目指します。 

児童生徒一人ひとりの存在が認め

られていることを実感できる環境づ

くり、授業づくり、人間関係づくり

を目指します。 

新たな価値を創造する人材、グロ

ーバル人材等の養成を目指します。 

施策 5-1 

学校教育の充実 

｢生きぬく力」を育む教育活動が推

進され、保護者や地域から学校が信

頼されている。 

施策 5-1 

学校教育の充実 

｢生きぬく力」が向上し、保護者が

そのことに満足している。 

基本方針 4 

生きがいを感じる生涯学習の推進 

いつでもどこでも誰もが生涯にわ

たって学び、学びの成果を活かし、

つなげることで「生きがいを感じる」

まちづくりを目指します。 

多様な学習内容と機会を提供し、

一人ひとりがお互いの人権を尊重す

るまちづくりを目指します。 

施策 5-3 

生涯学習・スポーツの推進 

自己表現、自己充実、地域貢献を

図るため、市民が継続的に学習やス

ポーツを行っている。 

基本事業 5-2-1 

主体的な学習の推進 

自己実現、地域貢献を図るため、

市民が継続的に学習やスポーツを行

っている。 

（施策 5-2 生涯学習・スポーツの推進） 

基本事業 5-2-2 

生涯学習・スポーツの機会の提供 

市民が、様々な生涯学習・スポー

ツの機会を利用し、活発に活動して

いる。 

（施策 5-2 生涯学習・スポーツの推進） 

基本方針 5 

スポーツを通した健康なまちづくり

の推進 

生涯にわたって運動やスポーツに

親しみ、市民が「こころ」も「から

だ」も健康となる元気なまちづくり

を目指します。 

筑後広域公園や福岡ソフトバンク

ホークスとの連携協定などを活かし

たスポーツの振興により魅力あるま

ちづくりを目指します。 

基本事業 5-2-3 

生涯学習・スポーツの場の確保 

生涯学習・スポーツを推進するた

めの施設を充実することで、市民の

活動の場が確保されている。 

（施策 5-2 生涯学習・スポーツの推進） 
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第六次総合計画 施策体系案 

基本構想 基本計画 

将来像 政 策 施 策 

恵

み

の

多

い

自

然

、

ゆ

か

し

い

歴

史

と

文

化

の

う

え

に

人

の

和

を

織

り

な

し

て

、 

住

み

よ

い

ふ

る

さ

と

、

活

気

に

満

ち

た

ま

ち

 

ち

く

ご 

1 安全で快適な生活を 

支えるまちづくり 
1 安全な水道水の安定供給 

2 汚水処理の推進 

3 秩序ある市域の整備 

4 公共交通の充実 

5 道路・水路の整備と保全 

2 資源・環境にやさし

い 

まちづくり 

1 環境保全と循環型社会の推進 

2 生活環境の改善 

3 豊かな暮らしを支え 

活力を生み出す 

まちづくり 

1 農業の振興 

2 地域に活力をもたらす産業・雇用の創出 

3 観光の振興 

4 いきいきと健康な 

まちづくり 
1 子育て支援の充実 

2 健康づくりの推進 

3 高齢者福祉の充実 

4 障害者（児）福祉の充実 

5 セーフティネットの推進 

6 地域福祉の推進 

5 創造性と豊かな心を 

育むまちづくり 
1 学校教育の充実 

2 生涯学習・スポーツの推進 

3 男女共同参画社会の推進 

4 人権尊重と同和教育の推進 

6 安心・安全なまちづ

くり 
1 消防・救急・救助体制の整備充実 

2 防災・減災対策の推進 

3 安全な暮らしの推進 

7 持続と発展を可能と

する市政運営のために 
1 市民協働の推進 

2 積極的な広報・広聴の展開 

3 持続可能な行政経営 

4 持続可能な財政運営 

5 市民から信頼され活気のある職員・組織づくり 
 



基本方針１「ふるさとちっごへの愛を育てるまちづくり」関連 資料５ 

基本方針１「ふるさとちっごへの愛を育てるまちづくり」関連  1 

 

※事務事業なし  

 

※事務事業なし  

↘ ↘

↗ ↗

↘ →

① ★ ②

→ → →

→ →

↘ ↘ ↘

↗ ↗

→ → →

→ →

→ → →

→ →

↘ ↘ ↘

↗ ↗

社会教育課

伝統、郷土文化を知ることによって、市民が郷土に愛着を持っている。

○
38,671

判 定

18,843

平成29年度 平成30年度 平成31年度

　指標①について、筑後市が生んだ偉人と、その功績や生き方等を紹介する小冊子を制作

し、配布して周知を図る。山梔窩の災害復旧に合わせ、史跡及び周辺エリアの歴史・文化

等を案内するための拠点施設を整備する。天然記念物「船小屋ゲンジボタル」発生地や欠

塚古墳、発掘資料、民俗資料を紹介するイベント・展示を開催する。引き続き観光協会と

の連携を図り、筑後市の伝統文化や文化財を観光資源としても紹介していく。

　指標②について、筑後市の伝統文化・文化財を、広報ちくごや生涯学習ちくご、ホーム

ページ、ＳＮＳなどで、また、郷土資料館事業の中で、歴史や文化財資料を展示する小さ

な博物館を実施することによって広く市民に紹介していく。知名度の低い祭りや文化財等に

ついても機会あるごとに周知ＰＲに努める。観光事業との連携によって、観光資源としての

活用も引き続き図っていく。

　指標①について、整備事業により集客力が高まる山梔窩や拠点施設の活用・ＰＲに力

を入れる。小冊子「筑後市の偉人伝」の活用や文化財めぐり開催等についても検討実施す

る。市の歴史や文化財への関心を高めてもらうための小さな博物館、欠塚古墳の活用事業

も引き続き実施する。観光協会との連携を図り、筑後市の伝統文化や文化財を観光資源

として紹介していく取り組みについても継続して推進していく。

　指標②について、筑後市の伝統文化・文化財を、広報ちくごや生涯学習ちくご、ホーム

ページ、ＳＮＳなどで、また、郷土資料館事業の中で、歴史や文化財資料を展示する小さ

な博物館を実施することによって広く市民に紹介していく。整備が完了する山梔窩や拠点施

設でのＰＲにも力を入れる。知名度の低い祭りや文化財等についても機会あるごとに周知

ＰＲに努める。観光事業との連携によって、観光資源としての活用も引き続き図っていく。

　指標①について、オープン2年目となる山梔窩歴史交流施設は、H30年度の実績を踏ま

え、更に施設の活用・ＰＲに力を入れる。郷土の歴史や文化財への関心を高めてもらうた

めの「小さな博物館」を充実し、欠塚古墳や市内文化財等を活用した事業を展開する。文

化財保存会や観光協会と連携を図り、筑後市の伝統文化や文化財を観光資源として紹

介していく取り組みについても継続して推進していく。

　指標②について、サンコア・チクロス・くちなし庵などで郷土の歴史や文化財資料を展示す

る小さな博物館を実施し広く市民に紹介していくとともに、広報ちくごや市ＨＰ、ＳＮＳなど

を活用して拡充を図る。また、知名度の低い祭りなどの行事や文化財等についても、機会あ

るごとに周知ＰＲに努める。観光事業との連携によって、観光資源としての活用も引き続き

図っていく。

ねらい（めざす姿）

16,185
組 織 課 題

う ち 一 財 額

48,218
組 織 課 題

事 業 費 総 額☁

組 織 課 題

当 年 度 満 足度

18,943○
38,631

う ち 一 財 額

事 業 費 総 額

判 定事 業 費 総 額事 業 費 総 額

88.1 % 前 年 度 重 要度

27,791

指 標 ①

前 年 度 重 要位 32 位 当 年 度 満 足位

50.8 % 当 年 度 満 足度

13 位 前 年 度 重 要位 25 位

43.2 %前 年 度 重 要度

前 年 度 重 要Ｐ

計

画

実

績

事 業 費 総 額事 業 費 総 額

う ち 一 財 額

　指標①は、62.1％であり、H28年度の67.3％から5.2ポイント低下したが、目標値

58.0%は達成している。事業面では、計画どおり小冊子「筑後市偉人伝」を発行、また山

梔窩歴史交流施設を新設したほか、小さな博物館はサンコア・チクロスで年7回の展示を

行った。筑後市を代表する水田天満宮千燈明や久富盆綱曳き等の伝統文化や文化財を

観光資源として提供することができた。

　指標②は、36.3％であり、H28年度の32.3％から4ポイント上昇したが、目標値50.0%

は達成していない。筑後市の伝統文化や文化財を広報ちくごや市ＨＰに掲載、また、郷土

資料館では特別展「日源上人」の開催やサンコア・チクロスで小さな博物館を年7回実施す

るなど市民に紹介することができたが、知名度の低い祭り等については、ＰＲする機会がな

かった。

指 標 ①指 標 ② 36.3 62.1 指 標 ①

当 年 度 満 足度

当 年 度 満 足位

前総合計画期間の最高伸び率で目標値を設定。郷土の歴

史や文化財の活用等により、達成を目指す。

％筑後市の伝統文化を知っている市民の割合郷土の歴史・伝統文化に愛着をもつ市民の割合事業費（計画額）／重要度 事業費（実績額）／満足度指

標

等
創造戦略と同じ目標値とし、郷土の歴史や文化財の活用等

により、達成を目指す。
(値の)方向性 (値の)方向性

％

当 年 度 満 足位 前 年 度 重 要位

平成31年度

計 画 額 実 績 額 実 績 額計 画 額 実 績 額 計 画 額

0

平成29年度

0 0総 額

48,218 27,791

0 0

一 財

総 額

一 財

0

16,185

5-4-99

計

施策の総合推進

総 額

一 財

一 財

総 額 0

48,218

0 0

0

番 号

5-4-1

5-4-2

5-4-3

0判 定

前 年 度 重 要Ｐ

0 0 0

0

総 額

前 年 度 重 要度

3.51 p前 年 度 重 要Ｐ 3.64 p 当 年 度 満 足Ｐ

0

一 財

38,671 0

0

0

38,631

16,185 18,843 18,943

27,791

0

施策　5-4 伝統文化・郷土文化の継承

00 0

0

当 年 度 満 足Ｐ

基

本

事

業

事 業 費名 称

伝統行事の保存・継承

郷土の歴史、文化財の保護・活用

伝統的な技術の保存・継承

0

18,843

当 年 度 満 足Ｐ 2.99 p

38,671

18,943

0 38,631

0

平成30年度

0

46,006
49,575 48,218

38,671 38,631

14,862 15,677 16,185 18,843 18,943

40.5

50.8

43.2

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H27 H28 H29 H30 H31

27,089
29,543

27,791

0 #N/A

94.5 96.8

88.1

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

H27 H28 H29 H30 H31

53.0
51.751.1

52.8
51.7

53.8

53.5

51.6

51.8

57.4

56.0

67.3

62.1

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

40.9
39.4

42.7

40.0

41.3

41.4

40.1

39.6

39.6

39.2
37.3

32.3

36.3

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

60.0

H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

→ →

→ →

①

平成30年度 平成31年度

ねらい（めざす姿） 後継者の育成などにより、伝統行事が保存･継承されている。 －基本事業　5-4-1 伝統行事の保存・継承

事 業 費 総 額事 業 費 総 額 0
組 織 課 題

う ち 一 財 額 0 う ち 一 財 額

平成29年度

○
0

計

画

　各保存会等が取り組む保存・継承、後継者育成活動に必要な助言等を行うとともに、財

政面からの支援も継続して行う。観光資源としての活用も観光協会等と連携して推進し、

各保存会の活動意欲を低下させないことなどにも意識して取り組む。

　各保存会等が取り組む保存・継承、後継者育成活動に必要な助言等を行うとともに、財

政面からの支援も継続して行う。観光資源としての活用も観光協会等と連携して推進し、

各保存会の活動意欲を低下させないことなどにも意識して取り組む。

　各保存会等が取り組む保存・継承、後継者育成活動に必要な助言等を行うとともに、財

政面からの支援も継続して行う。観光資源としての活用も観光協会等と連携して推進し、

各保存会の活動意欲を低下させないことなどにも意識して取り組む。

事 業 費 総 額 0
組 織 課 題 組 織 課 題 ×う ち 一 財 額 0

指 標 ①

0

指 標 ① 5 指 標 ①

実

績

　各保存会等が取り組む保存・継承、後継者育成活動に必要な助言等を行うとともに、財

政面からの支援も継続して行うことができた。観光資源としての活用も保存会、観光協会

等と連携し市広報や市ＨＰで周知ＰＲなどを行った。

　○水田天満宮千燈明（Ｈ29.8.25実施、補助金100千円）

　○水田天満宮稚児風流（Ｈ29.10.25実施、補助金100千円）

　○竈門神社千燈明（Ｈ29.9.17実施、補助金100千円）

　○久富盆綱曳き（Ｈ29.8.14実施、補助金100千円）

　○熊野神社鬼の修正会（Ｈ30.1.7実施、補助金100千円）

事 業 費 総 額 0 判 定 ☀ 事 業 費 総 額 判 定 事 業 費 総 額 判 定

指

標

等

事業費（計画額） 活動を継続している伝統行事数 件事業費（実績額）

(値の)方向性
現状の水準維持を目標とし、保存団体の後継者育成等によ

り、水準維持に努める。

0 0 0 0 00 0 0 0 0

0

0

0

0

0

0

H27 H28 H29 H30 H31

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

5 5 5

0

2

4

6

H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H310 0 0 #N/A #N/A

0

0

0

0

0

0

H27 H28 H29 H30 H31
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※事務事業なし  

↘ ↘

↗ ↗

① ② ③

↘ →

↘ →

↘ →

↘ →

↗ ↘

↗ ↘

↘ →

↘ →

↘ ↗

↘ ↗

↗ ↗

↗ →

↘ ↘

↗ ↗

－ねらい（めざす姿） 郷土の歴史や文化財の大切さを知ることで、市民の文化財や史跡などに対する保護意識が高まる。
平成29年度 平成30年度 平成31年度

基本事業　5-4-2 郷土の歴史、文化財の保護・活用

組 織 課 題
事 業 費 総 額

計

画

　指標①について、各種文化財の展示に加え、ふるさと・ちっご市民塾、すこし昔のくらし展

などの自主事業、学芸員による子ども歴史体験講座「久留米絣機織り」、特別展「日源上

人」、サンコアで行う小さな博物館の巡回展示など、伝統文化や文化財に対する理解を深

めてもらう各種事業を実施し、集客を図る。紹介パンフレットも新たに制作し、広く配布して

周知を図る。水田天満宮千燈明の開催に合わせてナイトミュージアムを実施する。

　指標②について、山梔窩祭、郷土資料館での特別展・講座・イベント、出前講座などに

引き続き取り組むほか、29年度は欠塚古墳での天体観望会・観月会などを開催し、参加

者を増やす。一方で、天然記念物「船小屋ゲンジボタル」発生地や欠塚古墳、発掘資料、

民俗資料を展示紹介する「小さな博物館」や山梔窩整備事業などに取り組むことによって、

歴史や文化財への関心を高める。

　指標③について、坂東寺古文書の文化財指定に向け、所有・管理者と協議調整を行

う。

　指標①について、運営委員会の意見を踏まえ、指定管理者である郷土史研究会には、

学芸員の力を効果的に活用しながら、魅力ある館内展示や自主事業を展開するよう求め

ていく。山梔窩や水田天満宮など周辺施設等で行われる伝統行事やイベントに訪れた人を

資料館へ誘導する取り組みを行う。平成31年度からの管理運営手法・体制を確定させ

る。

　指標②について、郷土資料館での特別展・講座・イベント、出前講座、欠塚古墳活用事

業などに引き続き取り組むほか、整備事業により集客力が高まる山梔窩を活用した事業、

文化財めぐり等を検討実施する。市の歴史や文化財への関心を高めてもらうための小さな

博物館も引き続き開催する。

　指標③について、坂東寺古文書の調査研究及び市指定に向けての手続きを開始する。

　指標①について、運営委員会の意見を踏まえ、指定管理者には、学芸員の力を効果的

に活用しながら、魅力ある館内展示や自主事業を展開するよう求めていく。山梔窩や水田

天満宮など周辺施設等で行われる伝統行事やイベントに訪れた人を資料館へ誘導する取

り組みを行う。

　指標②について、郷土の歴史や文化財への関心を高めてもらうための体験講座や小さな

博物館、山梔窩や欠塚古墳を活用したイベント等を充実させ、新たな事業についても検討

する。

　指標③について、新たな指定物件に向けての調査研究を文化財関係者と連携し行う。

事 業 費 総 額 48,218
組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 16,185

事 業 費 総 額 38,671
組 織 課 題

う ち 一 財 額 18,843 う ち 一 財 額 18,943○
38,631

実

績

　指標①について、入館者数は前年度から226人増加し2,853人となった。主な事業は、

ふるさと・ちっご市民塾（年12回開催）、子ども歴史体験講座「久留米絣機織り」（5

回、46人参加）、特別展「日源上人」（8/25～10/31）、ナイトミュージアム

（8/25）、イベント「恋・恋Happyさげもんづくり」（2/3～3/31）を実施した。

　指標②について、参加者数は前年度1,437人から843人減り、594人と大きくダウンし

た。その要因として山梔窩災害復旧工事によって、山梔窩公開及び山梔窩ライトアップ事

業が実施できず、山梔窩入場者が大幅に減ったことによるが、29年度から新たに実施した

欠塚古墳での天体観望会・観月会は好評で185人の参加があった。

　指標③について、坂東寺古文書の文化財指定に向け、所有・管理者と協議調整を行っ

たが継続協議となり、新たに指定登録はできなかった。

指 標 ② 594 指 標 ②

指 標 ③ 31 

判 定 事 業 費 総 額 判 定事 業 費 総 額 27,791 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ① 2,853 指 標 ① 指 標 ①

市が主催する文化財事業への参加者数 人 指定文化財の件数

指 標 ②

件指

標

等

事業費（計画額） 郷土資料館入館者数 人

事業費（実績額）

(値の)方向性
現状値から2件増を目標とし、文化財や資料の発掘等により、

達成を目指す。
(値の)方向性

過去の傾向から現状値の年3％増を目標値とし、郷土の歴史

や文化財の活用等により、達成を目指す。
(値の)方向性

現状の約2倍程度の増加を目標とし、主催事業の拡充等によ

り、達成を目指す。

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

624 文化財活用・啓発事業 社会教育課

625 文化財保護・保存事業 社会教育課

616 文化財管理事業 社会教育課

山梔窩等管理運営事務 社会教育課

674 郷土資料館管理運営事務 社会教育課

656 埋蔵文化財発掘調査事業 社会教育課

1377

1,274 650

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価Ｃ

Ｄ
名 称 主 管 課

543

事 業 費
平成29年度 平成30年度

総 額 1,372

543

650

一 財 1,372 647 647

543

総 額

一 財 1,351

1,351 901 543

一 財

総 額

1,733 2,009

3,466 3,291 3,499 3,159

6,106

1,859

24,431

6,106

総 額

一 財 7,585

37,885 18,357 24,431

4,253

5,595

4,144 4,003

0

0 0

4,144 3,967 4,003

5,535

5,545

5,535

4,253一 財

総 額

総 額

一 財

一 財 16,185 18,843 18,943

総 額 48,218 27,791 38,671 38,631
計

46,006
49,575 48,218

38,671 38,631

14,862 15,677 16,185 18,843 18,943

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H27 H28 H29 H30 H31

282

1,437

594

0

500

1,000

1,500

2,000

H27 H28 H29 H30 H31

2,210

2,627
2,853

0

1,000

2,000

3,000

H27 H28 H29 H30 H31

27,089
29,543 27,791

#N/A #N/A

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H27 H28 H29 H30 H31

30

31 31

28

29

30

31

32

33

H27 H28 H29 H30 H31

→ →

→ →

①

－ねらい（めざす姿） 久留米絣などの伝統的な技術が継承されている。
平成29年度 平成30年度 平成31年度

基本事業　5-4-3 伝統的な技術の保存・継承

組 織 課 題
事 業 費 総 額

計

画

　技術保持者本人や国・県等関係機関との連携を図りながら関係者、関係団体等による

保存、継承、後継者育成などの取り組みを支援する。

　技術保持者本人や国・県等関係機関との連携を図りながら関係者、関係団体等による

保存、継承、後継者育成などの取り組みを支援する。

　技術保持者本人や国・県等関係機関との連携を図りながら関係者、関係団体等による

保存、継承、後継者育成などの取り組みを支援する。

事 業 費 総 額 0
組 織 課 題 ×う ち 一 財 額 0

事 業 費 総 額 0
組 織 課 題

う ち 一 財 額 0 う ち 一 財 額 0○
0

実

績

　継承されている伝統的な技術の件数

　○久留米絣　○手漉き和紙　○掛川（花ゴザ織り）　○赤坂人形　○水田焼

判 定 事 業 費 総 額 判 定事 業 費 総 額 0 判 定 ☀ 事 業 費 総 額

指 標 ① 5 指 標 ① 指 標 ①

指

標

等

事業費（計画額） 継承されている伝統的な技術の件数 件事業費（実績額）

(値の)方向性
現状維持を目標値とし、郷土の歴史や文化財の活用等によ

り、水準維持に努める。
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0

H27 H28 H29 H30 H31
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↘ ↗

↘ ↗

① ②

↘ ↗

↘ ↗

↘ →

↘ →

→ →

→ →

↘ ↘

↘ ↘

↘ ↗

↘ ↗

→ →

→ →

↘ ↘

↘ ↘

↘ ↘

↘ ↘

事業費（計画額）／重要度 事業費（実績額）／満足度

う ち 一 財 額

14,496
組 織 課 題

事 業 費 総 額☁

9,046○
11,192

う ち 一 財 額

事 業 費 総 額

判 定

　指標①について、関係団体と連携しながら青少年健全育成や人材育成の事業に取り組

んだ。ねらいの明確化に関しては十分でなく、30年度も引き続き取り組むこととした。

　指標②について、子ども会のリーダー研修や青少年育成市民会議の意見発表会、エン

ジョイ広場への支援を行った。中学生ボランティアちっご塾には15人の参加があり、充実した

活動を行ったが、前記の事業からの繋がりについては検証できていない。

当 年 度 満 足度

社会教育課

青少年が健全に育成され、豊かな社会を築く一員になっている。

○
9,915

判 定

7,799

平成29年度 平成30年度 平成31年度

　指標①について、自分の将来目標を持つためには、自己決定ができるような判断力を身

につけることが必要である。そのためには、少年期に心身を育む様々な知識の習得や経験の

積み重ねが重要。学校、地域、青少年育成団体など関係機関と連携しながら、エンジョイ

広場・放課後子ども教室、通学合宿、友愛キャンプ、中学生ボランティア塾、なるには講座

などの事業を、ねらいをより明確化して実施する。子ども会や青少年育成市民会議等青少

年育成団体の活動支援にも取り組む。

　指標②について、青少年に将来の地域や社会の担い手として成長してもらうためには、地

域や社会のことに関心をもってもらうことが重要。そのきっかけづくりのために、子ども会が取り組

むインリーダー研修・ジュニアリーダー研修派遣、青少年育成市民会議が取り組む意見発表

会、校区コミュニティ協議会等が取り組むエンジョイ広場などの支援を行い、中学生ボランティ

ア塾への参加へと繋げていく。

　指標①について、自分の将来目標を持つためには、自己決定ができるような判断力を身

につけることが必要である。そのためには、少年期に心身を育む様々な知識の習得や経験の

積み重ねが重要。あらためて社会教育が,青少年健全育成のために組織的に取り組むべき

ポイントを抽出整理し、再構築を行って事業を展開する。

　指標②について、青少年に将来の地域や社会の担い手として成長してもらうためには、地

域や社会のことに関心をもってもらうことが重要。そのきっかけづくりのために、青少年育成市

民会議による意見発表会、校区コミュニティ協議会等によるエンジョイ広場などの支援を行

う。子ども会においてはインリーダー研修・ジュニアリーダー研修派遣支援に加え、単位子ども

会活動活性化に向けての方策について関係団体等と協議する。中学生ボランティア塾の内

容の検討や放課後子ども教室の実施校区拡大にも取り組む。

　指標①について、自分の将来目標を持つためには、自己決定ができるような判断力を身

につけることが必要である。そのためには、少年期に心身を育む様々な知識の習得や経験の

積み重ねが重要。社会教育が青少年健全育成や人材育成のために取り組む各事業の目

的を明確化しながら事業を展開して行く。

　指標②について、青少年に地域や社会のことに関心をもってもらうきっかけづくりのために、

青少年育成市民会議による意見発表会、校区コミュニティ協議会等によるエンジョイ広場な

どの支援を行う。子ども会においてはインリーダー研修・ジュニアリーダー研修派遣支援に加

え、単位子ども会活動活性化に向けての方策について関係団体等と協議する。中学生ボラ

ンティア塾の内容の充実や放課後子ども教室の実施校区拡大にも取り組む。

ねらい（めざす姿）

8,781
組 織 課 題

う ち 一 財 額

事 業 費 総 額

組 織 課 題

計

画

実

績

事 業 費 総 額事 業 費 総 額

当 年 度 満 足度

事 業 費 総 額

85.4 % 前 年 度 重 要度

12,223

指 標 ①

前 年 度 重 要位 16 位 当 年 度 満 足位

60.0 % 当 年 度 満 足度

前 年 度 重 要位22 位

55.0 %前 年 度 重 要度

前 年 度 重 要Ｐ

11 位

指 標 ①

当 年 度 満 足Ｐ

現状値の4ポイント増を目標値とし、地域人材の活用等によ

り、達成を目指す。

％地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある中学3年生の割合将来の自分の目標を持っている新成人の割合

当 年 度 満 足位

指 標 ② 62.9 66.0 指 標 ①

指

標

等
前基本計画期間の平均以上を目標とし、判断能力の養成に

資する体験学習の実施等により、達成を目指す。
(値の)方向性 (値の)方向性

％

3,318

当 年 度 満 足位

平成31年度

計 画 額 実 績 額 実 績 額計 画 額 実 績 額

9,982 8,710

計 画 額

一 財

3,169

平成30年度

3,514

3,219

862

5,580総 額

子どもの居場所づくりや体験活動の推進

青少年犯罪の抑制

3,169

820

基

本

事

業

事 業 費

5-2-99

計

実 績 額 計 画 額

780

平成31年度

62

62

実 績 額

62

780820

一 財

総 額

事 業 費

計

事

務

事

業

613 青少年問題協議会事務

名 称 主 管 課

社会教育課

評価

ＣＤ

社会教育課

総 額

一 財

総 額

一 財

一 財

総 額

882

800

計 画 額 実 績 額 計 画 額

808

62

62

0 62

総 額

平成29年度

882

882

808
施策の総合推進

647 成人式事業

一 財

平成30年度

14,496

番 号

5-2-1

5-2-2

名 称

豊かな心を育み、筑後市に愛着を持つ人材を育てる

判 定

前 年 度 重 要Ｐ

254 249 254総 額

前 年 度 重 要度

3.72 p 当 年 度 満 足Ｐ

平成29年度

前 年 度 重 要位

6,877

254

4,327

800

842

842

862

11,192

8,781 7,799 9,046

12,223 9,915

862

882 808 862

施策　5-2 青少年の健全育成

254254 254

2.91 p 前 年 度 重 要Ｐ 3.84 p 当 年 度 満 足Ｐ

一 財
5-2-3

総 額

一 財

3,219

4,781

3,378 2,456

842

842

10,014 10,439

14,496

9,915

11,192

9,928 9,308 8,781
7,799

9,046

48.3

60.0
55.0

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

H27 H28 H29 H30 H31

8,565
8,102

12,223

#N/A #N/A

88.9 90.9
85.4

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

H27 H28 H29 H30 H31

69.1

73.1

66.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

H27 H28 H29 H30 H31

52.3

70.5

62.9

45.0

50.0

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

H27 H28 H29 H30 H31
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↘ ↗

↘ ↗

① ② ③ ★

④ ★ ⑤

→ →

→ →

↘ →

↘ →

↘ →

↘ →

↗ →

↗ ↗

↘ ↗

↘ ↗

↘ →

↘ →

↘ ↗

↘ ↗

平成30年度 平成31年度

ねらい（めざす姿） 青少年が高い規範意識と豊かな心を身につけ、健全な社会人に成長しようとしている。 △基本事業　5-2-1 豊かな心を育み、筑後市に愛着を持つ人材を育てる

事 業 費 総 額事 業 費 総 額 5,580
組 織 課 題

う ち 一 財 額 3,514 う ち 一 財 額

平成29年度

○
6,877

計

画

　指標①について、通学合宿の実施によって、子どもたちに基本的生活習慣について考えさ

せる。また青少年育成市民会議が取り組むあいさつ運動・意見発表会・友愛キャンプ、Ｐ

ＴＡが取り組む新家庭教育宣言、校区コミュニティ協議会等が取り組む青少年育成活動・

安全安心見守り活動などを支援する。子ども会や家庭教育学級の取り組み支援の中で、

保護者に対し基本的生活習慣を身につけさせることの大切さを訴えていく。

　指標②について、子ども会連絡協議会において、各地区の子ども会活動の活性化や加入

率向上に取り組んでもらう。学校や学童保育所、PTA、校区コミュニティ協議会、校区民会

議等に対し、人材バンク登録者の活用を働き掛ける。青少年育成市民会議には、あいさつ

運動や友愛キャンプなどの活動を通じて青少年育成ボランティアの養成にも取り組んでもら

う。地域での安全安心活動（登下校の見守りなど）や青少年育成活動（エンジョイ広

場・放課後子ども教室など）の参加をさらに促していく。

　指標③について、社会教育では、中学生ボランティア塾や青少年育成市民会議が取り組

む友愛キャンプ支援などを通じて、集団生活や地域社会での生活を送るためには決まりを守

ることが大切であることを指導していく。保護者に対しても、子ども会や家庭教育学級の取り

組み支援の中で、規範意識を高めることの大切さを訴えていく。

　指標④について、社会教育では、ＰＴＡが取り組む新家庭教育宣言支援を中心に、通

学合宿の実施や青少年育成市民会議が取り組む友愛キャンプの中で、朝食をとることの大

切さを子どもたちに訴ていく。

　指標⑤について、中学生に地域行事に参加してもらうためには、地域のことに関心を持っ

てもらうことが必要。そのきっかけづくりのために、子ども会が取り組むインリーダー研修・ジュニア

リーダー研修派遣、青少年育成市民会議が取り組む意見発表会、校区コミュニティ協議会

等が取り組むエンジョイ広場などの支援を行い、中学生ボランティア塾参加へと繋げていく。

　指標①について、通学合宿の実施によって、子どもたちに基本的生活習慣について考えさ

せる。また青少年育成市民会議が取り組むあいさつ運動・意見発表会・友愛キャンプ、Ｐ

ＴＡが取り組む新家庭教育宣言、校区コミュニティ協議会等が取り組む青少年育成活動・

安全安心見守り活動などを支援する。保護者の啓発強化のため、家庭教育事業の拡充を

検討・実施する。

　指標②について、子ども会連絡協議会において、各地区の子ども会活動の活性化や加入

率向上に取り組んでもらう。学校や学童保育所、PTA、校区コミュニティ協議会、校区民会

議等に対し、人材バンク登録者の活用を働き掛ける。青少年育成市民会議には、あいさつ

運動や友愛キャンプなどの活動を通じて青少年育成ボランティアの養成にも取り組んでもら

う。地域での安全安心活動（登下校の見守りなど）や青少年育成活動（エンジョイ広

場・放課後子ども教室など）の参加をさらに促していく。子ども会活動、ＰＴＡ活動、学校

活動、安全安心活動などに参加する市民がどうすれば増加していくか、各関係団体等と意

見交換を行う。

　指標③について、社会教育では、中学生ボランティア塾や青少年育成市民会議が取り組

む友愛キャンプ支援などを通じて、集団生活や地域社会での生活を送るためには決まりを守

ることが大切であることを指導していく。保護者に対しても、子ども会や家庭教育学級の取り

組み支援の中で、規範意識を高めることの大切さを啓発する取り組みを強化する。

　指標④について、社会教育では、ＰＴＡが取り組む新家庭教育宣言支援を中心に、通

学合宿の実施や青少年育成市民会議が取り組む友愛キャンプの中で、朝食をとることの大

切さを子どもたちに訴ていく。

　指標⑤について、中学生に地域行事に参加してもらうためには、地域のことに関心を持っ

てもらうことが必要。そのきっかけづくりのために、子ども会が取り組むインリーダー研修・ジュニア

リーダー研修派遣、青少年育成市民会議が取り組む意見発表会、校区コミュニティ協議会

等が取り組むエンジョイ広場などの支援を行い、中学生ボランティア塾参加へと繋げていく。

　指標①について、通学合宿の実施によって、子どもたちに基本的生活習慣について考えさ

せる。また青少年育成市民会議が取り組むあいさつ運動・意見発表会・友愛キャンプ等を

支援する。保護者の啓発強化のため、家庭教育事業の拡充を検討・実施する。

　指標②について、子ども会連絡協議会において、各地区の子ども会活動の活性化や加入

率向上に取り組んでもらう。学校や学童保育所、PTA、校区コミュニティ協議会、校区民会

議等に対し、人材バンク登録者の活用を働き掛ける。青少年育成市民会議には、あいさつ

運動や友愛キャンプなどの活動を通じて青少年育成ボランティアの養成にも取り組んでもら

う。地域住民に、青少年育成活動（エンジョイ広場・放課後子ども教室など）の参加をさら

に促していく。

　指標③について、社会教育では、中学生ボランティア塾や青少年育成市民会議が取り組

む友愛キャンプ支援などを通じて、集団生活や地域社会での生活を送るためには決まりを守

ることが大切であることを指導していく。保護者に対しても、子ども会や家庭教育学級の取り

組み支援の中で、規範意識を高めることの大切さを啓発する取り組みを強化する。

　指標④について、社会教育では、ＰＴＡが取り組む新家庭教育宣言支援を中心に、通

学合宿の実施や青少年育成市民会議が取り組む友愛キャンプの中で、朝食をとることの大

切さを子どもたちに訴えていく。

　指標⑤について、中学生に地域行事に参加してもらうためには、地域のことに関心を持っ

てもらうことが必要。そのきっかけづくりのために、子ども会が取り組むインリーダー研修・ジュニア

リーダー研修派遣、青少年育成市民会議が取り組む意見発表会、校区コミュニティ協議会

等が取り組むエンジョイ広場などの支援を行う。また、中学生ボランティア塾を開講し、地域

社会との接点をつくる。

事 業 費 総 額 9,982
組 織 課 題 組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 4,327

指 標 ④指 標 ④指 標 ①

4,781

指 標 ① 62.7 指 標 ④ 91.2 指 標 ①

実

績

　指標①について、通学合宿を２カ所で実施した。また、青少年育成市民会議が取り組む

あいさつ運動・意見発表会・友愛キャンプ等を支援し、生活習慣の定着を図った。

　指標②について、子ども会連絡協議会において、各地区の子ども会活動の活性化や加入

率向上を働きかけた。学校や学童保育所、PTA、校区コミュニティ協議会、校区民会議等

に対し、人材バンク登録者の活用を働きかけた。青少年育成市民会議には、あいさつ運動

や友愛キャンプなどの活動を通じて青少年育成ボランティアの養成にも取り組んでもらった。

　指標③について、中学生ボランティア塾や青少年育成市民会議が取り組む友愛キャンプ

支援などを通じて、集団生活や地域社会での生活を送るためには決まりを守ることが大切で

あることを指導した。

　指標④について、社会教育では、ＰＴＡが取り組む新家庭教育宣言支援を中心に、通

学合宿や青少年育成市民会議が取り組む友愛キャンプの中で、朝食の大切さを訴えた。

　指標⑤について、子どもと地域社会の接点として、子ども会が取り組むインリーダー研修・

ジュニアリーダー研修派遣、青少年育成市民会議が取り組む意見発表会、校区コミュニティ

協議会等が取り組むエンジョイ広場などの支援を行った。また、中学生ボランティア塾を実施

し、地域社会との接点づくりに努めた。

事 業 費 総 額 8,710 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ② 29.3 指 標 ⑤ 28.9 指 標 ②

判 定 事 業 費 総 額 判 定

指 標 ②

指 標 ③ 93.7 指 標 ③

指 標 ⑤

指 標 ③
地域の子どもや学校教育支援、育成活動にかかわっている市民の割合 ％ 学校の決まりを守っている中学3年生の割合

指 標 ⑤

指

標

等

事業費（計画額） 地域の子どもたちが基本的生活習慣を身につけていると思う市民の割合 ％

事業費（実績額） 毎日朝食を食べている中学3年生の割合 ％

％

(値の)方向性
現在高水準にあることから同水準に目標値を設定し、道徳教

育の推進等により、水準維持に努める。
(値の)方向性

現状維持以上を目標とし、筑後市青少年育成市民会議によ

る活動等により、達成を目指す。
(値の)方向性

前基本計画期間の平均を目標とし、関係団体との連携等に

より、達成を目指す。

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

(値の)方向性
創造戦略と同じ目標値とし、保護者と協力した取組の推進等

により、達成を目指す。
(値の)方向性

現状値の10ポイント増を目標値とし、地域との交流事業等に

より、達成を目指す。

住んでいる地域の行事に参加している中学3年生の割合 ％

615 青少年育成指導員会事務 社会教育課

617 青少年育成市民会議事務 社会教育課

608 通学合宿事業 社会教育課

家庭教育関連事業 社会教育課

637 エンジョイ広場・放課後子ども教室事業 社会教育課

634 家庭教育事業 社会教育課

641

100 185

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価

ＣＤ
名 称 主 管 課

313

事 業 費
平成29年度 平成30年度

総 額 185

313

185

一 財 185 185 185

313

総 額

一 財 579

579 513 313

一 財

総 額

709 694

709 664 694 694

406

694

406

388

総 額

一 財 118

118 118 406

5,279

0

2,466 1,934

270

288 148

8,103 7,167 3,982

0

0

0

3,183一 財

総 額

総 額

一 財

一 財 4,327 3,514 4,781

総 額 9,982 8,710 5,580 6,877
計

5,233 5,423

9,982

4,327

6,877

5,217 4,687 4,327 3,514
4,781

0
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4,000
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▼ねらい（めざす姿） 子どもたちの居場所づくりや体験活動を推進することで、多くの子どもたちが参加交流し、自立性が養われている。
平成29年度 平成30年度 平成31年度

基本事業　5-2-2 子どもの居場所づくりや体験活動の推進

組 織 課 題
事 業 費 総 額

計

画

　指標①について、通学合宿や宿泊社会体験事業、子どもチャレンジ教室、青少年スポー

ツ教室、ジュニア絵画教室、歴史体験講座などを実施するほか、青少年育成市民会議が

取り組む友愛キャンプ、意見発表会、子ども会連絡協議会が取り組む文化スポーツ大会・イ

ンリーダー研修、校区コミュニティ協議会等が取り組むエンジョイ広場の開催を支援する。前

年度試行実施した松原小学校学び道場（放課後子ども教室）を本格実施させる。

　指標②について、通学合宿や宿泊社会体験事業、子どもチャレンジ教室、青少年スポー

ツ教室、ジュニア絵画教室、歴史体験講座などを実施するほか、青少年育成市民会議が

取り組む友愛キャンプ、意見発表会、子ども会連絡協議会が取り組む文化スポーツ大会・イ

ンリーダー研修、校区コミュニティ協議会等が取り組むエンジョイ広場の開催を支援する。前

年度試行実施した松原小学校学び道場（放課後子ども教室）を本格実施させる。

　指標①について、社会教育・中央公民館事業や青少年育成スポーツ事業の整理・拡

充、青少年育成市民会議や子ども会連絡協議会による育成・体験活動支援に取り組む

ほか、放課後子ども教室やエンジョイ広場のの実施校区拡大等に向けての取り組みも行う。

　指標②について、社会教育・中央公民館事業や青少年育成スポーツ事業の整理・拡

充、青少年育成市民会議や子ども会連絡協議会による育成・体験活動支援に取り組む

ほか、放課後子ども教室やエンジョイ広場のの実施校区拡大等に向けての取り組みも行う。

　指標①について、社会教育・中央公民館事業や青少年育成スポーツ事業の整理・拡

充、青少年育成市民会議や子ども会連絡協議会による育成・体験活動支援に取り組む

ほか、地域学校協働活動事業やエンジョイ広場のの実施校区拡大等に向けての取り組み

も行う。

　指標②について、社会教育・中央公民館事業や青少年育成スポーツ事業の整理・拡

充、青少年育成市民会議や子ども会連絡協議会による育成・体験活動支援に取り組む

ほか、地域学校協働活動事業やエンジョイ広場のの実施校区拡大等に向けての取り組み

も行う。

事 業 費 総 額 3,378
組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 3,318

事 業 費 総 額 3,219
組 織 課 題

う ち 一 財 額 3,169 う ち 一 財 額 3,169○
3,219

実

績

　指標①について、通学合宿や宿泊社会体験事業、子どもチャレンジ教室、青少年スポー

ツ教室、ジュニア絵画教室、歴史体験講座などを実施したほか、青少年育成市民会議が

取り組む友愛キャンプ、意見発表会、子ども会連絡協議会が取り組む文化スポーツ大会・イ

ンリーダー研修、校区コミュニティ協議会等が取り組むエンジョイ広場の開催を支援した。松

原小学校学び道場（放課後子ども教室）を本格実施した。

　指標②について、通学合宿や宿泊社会体験事業、子どもチャレンジ教室、青少年スポー

ツ教室、ジュニア絵画教室、歴史体験講座などを実施したほか、青少年育成市民会議が

取り組む友愛キャンプ、意見発表会、子ども会連絡協議会が取り組む文化スポーツ大会・イ

ンリーダー研修、校区コミュニティ協議会等が取り組むエンジョイ広場の開催を支援した。松

原小学校学び道場（放課後子ども教室）を本格実施した。

指 標 ② 18

判 定 事 業 費 総 額 判 定事 業 費 総 額 2,456 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ① 8,953 指 標 ① 指 標 ①

青少年育成活動の事業数 件指

標

等

青少年育成活動・体験活動の延べ参加者数 人事業費（計画額） 事業費（実績額）

(値の)方向性
過去の傾向等から現状値の年2％増を目標値とし、次世代育

成事業の実施等により、達成を目指す。
(値の)方向性

前基本計画の目標値を継続。次世代育成事業の実施等によ

り、達成を目指す。

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

619 青少年育成友愛事業 社会教育課

633 青少年社会体験事業 社会教育課

612 青少年人材育成事業 社会教育課

646 子ども会連絡協議会事業 社会教育課

636 夏休み子どもチャレンジ教室事業 社会教育課

39 376

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価Ｃ

Ｄ
名 称 主 管 課

686

事 業 費
平成29年度 平成30年度

総 額 376

686

376

一 財 376 376 376

686

総 額

一 財 712

712 434 686

一 財

総 額

1,340 1,340

1,340 1,246 1,340 1,340

177

1,340

227

177

総 額

一 財 300

360 179 227

590

590 590

590 558 590

590一 財

総 額

一 財 3,318 3,169 3,169

総 額 3,378 2,456 3,219 3,219
計

3,580 3,702 3,378
3,219 3,219

3,510 3,307 3,318 3,169 3,169
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－ねらい（めざす姿） 関係機関や地域との連携を強めることで、青少年が犯罪被害にあったり罪を犯したりしないようになる。
平成29年度 平成30年度 平成31年度

基本事業　5-2-3 青少年犯罪の抑制

組 織 課 題
事 業 費 総 額

計

画

　指標①について、青少年健全育成のための各種事業を展開することで、子どもたちには心

身を育む知識や経験を積み重ねていってもらう。青少年育成市民会議が取り組むあいさつ

運動や、校区コミュニティ協議会等が取り組む安全安心活動などを支援し、地域の目による

抑止力の維持・強化を図る。

　指標②について、青少年健全育成のための各種事業を展開することで、子どもたちには心

身を育む知識や経験を積み重ねていってもらう。青少年育成市民会議が取り組むあいさつ

運動や、校区コミュニティ協議会等が取り組む安全安心活動などを支援し、地域の目による

抑止力の維持・強化を図る。

　指標①について、青少年健全育成のための各種事業を展開することで、子どもたちには心

身を育む知識や経験を積み重ねていってもらう。青少年育成市民会議が取り組むあいさつ

運動や、校区コミュニティ協議会等が取り組む安全安心活動などを支援し、地域の目による

抑止力の維持・強化を図る。青少年育成指導員の地域での活動を後押しするとともに、青

少年非行防止に取り組む筑後警察署少年補導員連絡会（事務局：筑後警察署）や

学校警察連絡協議会筑後支部（事務局：小中学校）との情報交換を行う。

　指標②について、青少年健全育成のための各種事業を展開することで、子どもたちには心

身を育む知識や経験を積み重ねていってもらう。青少年育成市民会議が取り組むあいさつ

運動や、校区コミュニティ協議会等が取り組む安全安心活動などを支援し、地域の目による

抑止力の維持・強化を図る。青少年育成指導員の地域での活動を後押しするとともに、青

少年非行防止に取り組む筑後警察署少年補導員連絡会（事務局：筑後警察署）や

学校警察連絡協議会筑後支部（事務局：小中学校）との情報交換を行う。

　指標①について、青少年健全育成のための各種事業を展開することで、子どもたちには心

身を育む知識や経験を積み重ねていってもらう。青少年育成市民会議が取り組むあいさつ

運動や、校区コミュニティ協議会等が取り組む安全安心活動などを支援し、地域の目による

抑止力の維持・強化を図る。青少年育成指導員の地域での活動を後押しするとともに、学

校警察連絡協議会筑後支部（事務局：小中学校）との情報交換を行う。

　指標②について、青少年健全育成のための各種事業を展開することで、子どもたちには心

身を育む知識や経験を積み重ねていってもらう。青少年育成市民会議が取り組むあいさつ

運動や、校区コミュニティ協議会等が取り組む安全安心活動などを支援し、地域の目による

抑止力の維持・強化を図る。青少年育成指導員の地域での活動を後押しするとともに、学

校警察連絡協議会筑後支部（事務局：小中学校）との情報交換を行う。

事 業 費 総 額 254
組 織 課 題 ×う ち 一 財 額 254

事 業 費 総 額 254
組 織 課 題

う ち 一 財 額 254 う ち 一 財 額 254×
254

実

績

　指標①について、青少年育成指導員の指導や情報交換を行ったほか、青少年育成市

民会議が取り組むあいさつ運動を支援し、地域の目による抑止力の維持・強化を図った。

　学校警察連絡協議会筑後支部と連携し、書店やコンビニエンスストアへの立入調査を実

施した。

　　指標②について、青少年育成指導員の指導や情報交換を行ったほか、青少年育成市

民会議が取り組むあいさつ運動を支援し、地域の目による抑止力の維持・強化を図った。

　学校警察連絡協議会筑後支部と連携し、書店やコンビニエンスストアへの立入調査を実

施した。

指 標 ② 9

判 定 事 業 費 総 額 判 定事 業 費 総 額 249 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ① 480 指 標 ① 指 標 ①

青少年の刑法犯数 人指

標

等

青少年の補導者数 人事業費（計画額） 事業費（実績額）

(値の)方向性
現状値からの減少とした前基本計画の目標値を継続し、青少

年健全育成事業の実施等により減少に努める。
(値の)方向性

現状値からの減少とした前基本計画の目標値を継続し、青少

年健全育成事業の実施等により、減少に努める。

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

629 立入調査業務 社会教育課

210 筑後警察署少年補導員連絡会運営補助事務 福祉課
245 246

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価

ＣＤ
名 称 主 管 課

8

事 業 費
平成29年度 平成30年度

総 額 246

8

246

一 財 246 246 246

8

総 額

一 財 8

8 4 8

一 財 254 254 254

総 額 254 249 254 254
計
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350
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う ち 一 財 額

4,427,096
組 織 課 題

事 業 費 総 額☁

1,235,295○
4,029,922

う ち 一 財 額

事 業 費 総 額

判 定

①子育てしやすい環境が整っていると思う保護者の割合は、H27年75.8％、H28年

74.2％、H29年70.8％と年々減少している。原因としては、待機児童の増加や近隣に比

べて保育料が高いこと等が考えられる。

②合計特殊出生率は、現状値H26年が1.69で、H27年1.60、H28年1.71となってい

る。H29年はまだ数値が出ていない。

③出生数（人）については、現状値H23-27累計が2373人が、H24-28累計2369

人、H25-29累計2337人となった。

当 年 度 満 足度

子育て支援課

安心して子どもを産み、子育てのよろこびを感じられるまちになっている。

○
3,815,504

判 定

1,090,687

平成29年度 平成30年度 平成31年度

　指標①について、就学前の教育・保育について、「子ども・子育て支援事業計画」及び

「待機児童解消加速化計画」に基づき、計画的に保育の量の確保を行い、待機児童の解

消を図る。また、学童保育所の受入れ体制の整備を図る。

　指標②③について、　少子化の大きな要因は未婚率の上昇であり、その対策としての婚

活支援等の事業を民間事業所等の連携や、民間事業所主体の取組として実施を取り組

む。　また、他自治体の事例、各種データの分析から効果的な施策立案に努める(多子出

産祝い金財源を活用するなど）。更には、インターンシップの実施や、市内企業との交流機

会の提供等を検討することによって、若者の流出抑制に努力する。

　指標①について、就学前の教育・保育について、「子ども・子育て支援事業計画」及び

「待機児童解消加速化計画」に基づき、計画的に保育の量の確保を行い、待機児童の解

消を図る。また、学童保育所の受入れ体制の整備を図る。

　指標②について、ｈ29年度の取組を継続し、可能な限り充実を目指す。

　指標③について、ｈ29年度の取組を継続し、可能であれば不妊治療助成等の新たな施

策も検討したい。

　指標①について、就学前の教育・保育について、「子ども・子育て支援事業計画」及び

「待機児童解消加速化計画」に基づき、計画的に保育の量の確保を行い、待機児童の解

消を図るとともに、平成31年10月から保育料の無償化に向けた受け入れ態勢の整備を行

う。合せて、学童保育所の受入れ体制の整備を図る。

　子育て世代包括支援センターの設置に向けて検討し、保健師等と連携し、妊娠期から子

育て期までの切れ目ない支援を実施できるようにする。

　指標②について、ｈ29年度の取組を継続し、可能な限り充実を目指す。

　指標③について、ｈ29年度の取組を継続し、不妊治療助成等の新たな施策を検討す

る。

ねらい（めざす姿）

1,224,967
組 織 課 題

う ち 一 財 額

事 業 費 総 額

○ 組 織 課 題

計

画

実

績

事 業 費 総 額事 業 費 総 額

当 年 度 満 足度

事 業 費 総 額

73.2 % 前 年 度 重 要度

3,306,323

指 標 ①

前 年 度 重 要位 1 位 当 年 度 満 足位

72.1 % 当 年 度 満 足度

前 年 度 重 要位30 位

2,337 

66.6 %前 年 度 重 要度

前 年 度 重 要Ｐ

1 位

指 標 ①

当 年 度 満 足Ｐ

創造戦略と同じ目標値とし、婚活支援や子育て支援の充実

等により、達成を目指す。

人合計特殊出生率子育てしやすい環境が整っていると思う保護者の割合

当 年 度 満 足位

指 標 ②

指 標 ③70.8指 標 ①

指

標

等

前総合計画期間の傾向から目標値を設定。待機児童の解消

等により、達成を目指す。
(値の)方向性 (値の)方向性

％事業費（計画額）／重要度 出生数

事業費（実績額）／満足度

人

(値の)方向性

738,523

直近の状況から創造戦略より60人多い目標とした。若年女性

人口は減少しているが、合計特殊出生率を向上させることで出

当 年 度 満 足位

指 標 ②指 標 ②

平成31年度

計 画 額 実 績 額 実 績 額計 画 額 実 績 額

13,387 12,601

計 画 額

一 財

620,644

平成30年度

5,438

2,373,288

1,091,922

198,684

12,902

331,267 0 320,799 0

総 額

総 額

205,769

総 額 1,108,968 1,076,142

4-1-5

ひとり親家庭等の自立支援の推進

保育サービス・幼児教育の充実

児童虐待防止対策の充実

総 額

一 財

740,864

0

207,742

9,837

09,837010,229

1,755

基

本

事

業

事 業 費

一 財

総 額

子育て支援課

1258

一 財 135,435

212

4-1-99

計

4-1-4

婚活支援の充実

一 財

実 績 額 計 画 額

1,946

平成31年度

211,470

115,389

実 績 額

100,848

1,9461,755

一 財

総 額

事 業 費

計

事

務

事

業

1099 児童手当

212 子ども医療事業

名 称 主 管 課

市民課

評価

ＣＤ

子育て支援課

総 額

一 財

総 額

一 財

一 財

総 額

257,595

平成29年度

11,000 8,800

898,435

1,946

計 画 額 実 績 額 計 画 額

1,751

197,566

109,193

175,002 180,344

135,435

子育て支援課

企画調整課
総 額

一 財

総 額

施策の総合推進

227 児童手当事務

1242

子ども・子育て支援事業推進事務

一 財

平成30年度

4,427,096

11,000

898,435

多子出産祝い金事業

257,595

番 号

4-1-1

4-1-2

名 称

地域の子育て支援サービスの充実

判 定

前 年 度 重 要Ｐ

6,888 6,766 6,756総 額

前 年 度 重 要度

3.95 p 当 年 度 満 足Ｐ

平成29年度

前 年 度 重 要位

0 12,719

6,768

6,207

135,115

1,946

212 197 6,283

197 6,283193

898,435 890,395

9,00011,000

11,000 9,000

1,127,134

267,733

6,539

0

249,426

0

10,109

4,029,922

1,224,967 1,090,687 1,235,295

3,306,323 3,815,504

249,426

1,108,968 1,076,142 1,091,922

施策　4-1 少子化対策・子育て支援の充実

6,6626,764 6,658

2.79 p 前 年 度 重 要Ｐ 4.13 p 当 年 度 満 足Ｐ

0

一 財
4-1-3

総 額

一 財

2,542,704

5,755

2,956,357 2,210,814

1,127,134

334,058

6,539

267,733

3,345,984 3,374,539

4,427,096

3,815,504
4,029,922

971,061 1,022,168 1,224,967 1,090,687 1,235,295

56.1

72.1
66.6

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

H27 H28 H29 H30 H31

3,034,102
3,207,367 3,306,323

0 #N/A

82.2
77.5

73.2

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

H27 H28 H29 H30 H31

68.9
65.3

69.8

71.1

76.3

80.2
78.0

82.5

83.6

79.5

75.8

74.2
70.8

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

1.58
1.60

1.63

1.59

1.63

1.671.68

1.69

1.60

1.71

1.50

1.60

1.70

1.80

1.90

2.00

H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

2,373
2,369

2,355

2,300

2,320

2,340

2,360

2,380

2,400

H27 H28 H29 H30 H31
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① ②
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↘ →

↘ →

↗ ↘

↘ ↘

↗ ↘

↗ ↘

↘ ↘

↘ ↗

事業費（計画額） 事業費（実績額）

平成30年度 平成31年度

ねらい（めざす姿） 子育ての悩みや不安を取り除き、地域が子育てしやすい環境になっている。 －基本事業　4-1-1 地域の子育て支援サービスの充実

事 業 費 総 額
○

事 業 費 総 額 12,902
組 織 課 題

う ち 一 財 額 5,438 う ち 一 財 額

平成29年度

○
12,719

計

画

　指標①について、　子ども・子育て支援事業計画に基づき、関係機関と連携し子育てに

不安や悩みがある保護者の割合を減らす。また、おひさまハウスで多様化する子育て相談に

対応できるよう、職員のスキルアップを図っていく。子育てに関する情報の発信やPR活動を進

める。

　指標②について、　今後も子育て支援拠点施設(おひさまハウス）や地域子育てサロン

で、子育て中の保護者や子育て経験者が交流する場を提供することで、相談しやすい環境

づくりを行い,少しでも子育て中の悩みや不安を取り除いていきたい。また、赤ちゃん訪問によ

る保健師の全戸訪問や、子育て相談（語り合いひろば）を毎月行うことで育児不安等の

解消に繋げていく。

　指標①について、子ども・子育て支援事業計画に基づき、関係機関と連携し子育てに不

安や悩みがある保護者の割合を減らす。また、おひさまハウスで多様化する子育て相談に対

応できるよう、職員のスキルアップを図っていく。子育てに関する情報の発信やPR活動を進め

る。

　指標②について、今後も子育て支援拠点施設(おひさまハウス）や地域子育てサロンで、

子育て中の保護者や子育て経験者が交流する場を提供することで、相談しやすい環境づく

りを行い,少しでも子育て中の悩みや不安を取り除いていきたい。また、赤ちゃん訪問による保

健師の全戸訪問や、子育て相談（語り合いひろば）を毎月行うことで育児不安等の解消

に繋げていく。

　指標①について、子ども・子育て支援事業計画に基づき、関係機関と連携し子育てに不

安や悩みがある保護者の割合を減らす。また、おひさまハウスで多様化する子育て相談に対

応できるよう、職員のスキルアップを図っていく。子育てに関する情報の発信やPR活動を進め

る。

　指標②について、今後も子育て支援拠点施設(おひさまハウス）や地域子育てサロンで、

子育て中の保護者や子育て経験者が交流する場を提供することで、相談しやすい環境づく

りを行い,少しでも子育て中の悩みや不安を取り除いていきたい。また、赤ちゃん訪問による保

健師の全戸訪問や、おひさまスタッフによる子育て相談（おしゃべりひろば）を毎月行うことで

育児不安等の解消に繋げていく。

事 業 費 総 額 13,387
組 織 課 題 組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 6,207

指 標 ①

5,755

指 標 ① 36.5 指 標 ①

実

績

指標①の子育てに悩みや不安のある保護者の割合では、「おおいに悩みや不安がある」が

7.6％、「やや悩みや不安がある」が28.9％で、前年度からは4.7ポイントの増となった。

不安の要因として多かったのは、「教育費等の経済的な不安」、「保育所・学童の待機児

童問題」、「自分の子育てに対する不安」などがあがっている。

指標②の子育てについて相談できる相手がいると回答した保護者は93.4％で、前年度から

は、3.5ポイントの減となった。相談相手としては、①親：71.5％、②配偶者：68.1％、

③友人・知人：62.7％と、順位は前年度と変わりなし。相談できる相手がいないと回答し

たのは、女性4.1％、男性11.2％となっており、これも前年度と変わらず男性の方が多い。

事 業 費 総 額 12,601 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ② 93.4

判 定 事 業 費 総 額 判 定

子育てについて相談できる相手がいる保護者の割合 ％指

標

等

子育てに悩みや不安のある保護者の割合 ％

(値の)方向性
前基本計画期間の平均を下回るよう目標値を設定。相談体

制の充実等により、達成を目指す。
(値の)方向性

前基本計画期間中、高水準で推移していることから同水準に

目標値を設定し、交流の場・機会の提供等により、水準維持

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

241 子育て支援拠点施設事業 子育て支援課

956 こんにちは赤ちゃん事業 子育て支援課

222 地域子育てサロン事業 子育て支援課

1191 子育て応援自動車貸与事業 子育て支援課

639 742

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価

ＣＤ
名 称 主 管 課

7,680

事 業 費
平成29年度 平成30年度

総 額 745

2,516

742

一 財 627 242 742

2,516

総 額

一 財 3,109

8,755 8,251 7,680

一 財

総 額

1,967 1,947

3,383 3,248 3,747 3,685

612

1,885

612

733

総 額

一 財 504

504 463 733

一 財 6,207 5,438 5,755

総 額 13,387 12,601 12,902 12,719
計

14,516 13,962 13,387

6,207

12,719

7,250 7,152 6,207 5,438 5,755

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H27 H28 H29 H30 H31

52.7

64.5

52.0

37.2
29.429.926.324.823.4

29.3
36.2

31.8
36.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

12,148 12,623 12,601

#N/A #N/A

0

5,000

10,000

15,000

20,000

H27 H28 H29 H30 H31

91.8

90.0 89.5

93.7

91.7

96.9

93.4

85.0

90.0

95.0

100.0

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
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↘ ↗

↘ ↗

△ねらい（めざす姿） 保育園、幼稚園などのサービスが充実することで、安心して働きながら子育てができる。
平成29年度 平成30年度 平成31年度

基本事業　4-1-2 保育サービス・幼児教育の充実

組 織 課 題
事 業 費 総 額

計

画

　指標①について、・Ｈ29年度　椋の実保育園整備（平成30年4月から10人定員増）

・Ｈ29年度　松原保育園整備　（平成30年4月から30人定員増）

・Ｈ29年度～30年度　和泉幼稚園整備（平成31年4月から60人定員増）

・Ｈ29年度　小規模保育事業認可開設（4施設 61名増）

　　　　　　　 （なかよしナーサリー12名、めだか保育園19名、筑後どんぐり保育園11名、

　　　　　　　　　第２どろんこ保育（仮称）19名）

　指標②について、民間保育所と連携をし、保育所で放課後児童の受入れをし、定員枠

の拡大を図っていく。また、施設整備について検討をする。

　指標③について、多くの依頼のニーズに応えられるよう、子育てボランティア講習会を通し

て、提供会員の確保を行い、援助活動需用対応率（提供件数/依頼件数×100）

100％を維持する。

　指標④について、保護者の働き方やニーズも多種多様となっており、各特別保育事業につ

いては、引き続き一定の需要が見込まれる。それらの需要に応えられるよう、保育士不足な

どの課題の解消に向け、引き続き教育・保育施設と協議をしながら、運営の支援、受け入

れ体制の整備を行っていく。

　指標①について、・Ｈ29年度～30年度　和泉幼稚園整備（平成31年4月から60人

定員増）

　指標②について、民間保育所と連携をし、保育所で放課後児童の受入れをし、定員枠

の拡大を図っていく。また、施設整備について検討をする。

　指標③について、多くの依頼のニーズに応えられるよう、子育てボランティア講習会を通し

て、提供会員の確保を行い、援助活動需用対応率（提供件数/依頼件数×100）

100％を維持する。

　指標④について、保護者の働き方やニーズも多種多様となっており、各特別保育事業につ

いては、引き続き一定の需要が見込まれる。それらの需要に応えられるよう、保育士不足な

どの課題の解消に向け、引き続き教育・保育施設と協議をしながら、運営の支援、受け入

れ体制の整備を行っていく。

　指標①について、・Ｈ30年度～31年度　あさひ保育園整備（平成32年4月から20人

定員増）　・H31年度　筑後中央幼稚園整備予定

　指標②について、民間保育所と連携し、保育所で放課後児童を受入れ、定員枠の拡大

を図っていく。

　指標③について、多くの依頼のニーズに応えられるよう、子育てボランティア講習会を通し

て、提供会員の確保を行い、援助活動需用対応率（提供件数/依頼件数×100）

100％を維持する。

　指標④について、保護者の働き方やニーズも多種多様となっており、各特別保育事業につ

いては、引き続き一定の需要が見込まれる。それらの需要に応えられるよう、保育士不足な

どの課題の解消に向け、引き続き教育・保育施設と協議をしながら、運営の支援、受け入

れ体制の整備を行っていく。

事 業 費 総 額 2,956,357
組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 738,523

事 業 費 総 額 2,373,288
組 織 課 題

う ち 一 財 額 620,644 う ち 一 財 額 740,864

2,542,704

実

績

①保育所等における4月の待機児童は19人（前年度比+19人）であり、10月の待機児

童は49人（前年度比－6人）であった。

②学童における4月の待機児童は45人（前年度比－16人）であった。

③依頼を受けた分については、100％対応できている。

④延長保育等における利用延べ人数は22,891人（前年度比11,427人）であった。

（内訳：延長保育20,793人、一時保育917人、休日保育383人、病児保育798

人）

※大幅に延べ人数が減った理由としては市内認定こども園が幼稚園型一時預かり事業を

やめたことによるものである。

指 標 ① -2 49 指 標 ④ 22,891 指 標 ① -2 指 標 ④

指 標 ③

指 標 ② 45 指 標 ②

判 定 事 業 費 総 額 判 定事 業 費 総 額 2,210,814 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ① -1 19 指 標 ③ 100.0 指 標 ① -1 指 標 ③

指 標 ④

指 標 ① -1

指 標 ②

学童保育所の待機者数 人 ちくごファミリーサポートセンター援助活動の需要対応率

指 標 ① -2

％指

標

等

事業費（計画額） 保育所の待機児童数 人

事業費（実績額） 延長保育・一時保育・休日保育・病児保育の利用延べ人数 人

(値の)方向性
前基本計画に引き続き100％を目標値とし、提供会員の確

保等に努める。
(値の)方向性

創造戦略と同じ目標値とし、受け入れ枠の拡大等により、達

成を目指す。
(値の)方向性

創造戦略と同じ目標値とし、受け入れ枠の拡大等により、達

成を目指す。

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

(値の)方向性 目標値は設定せず、推移を見守り必要な対応を行う。

231

216 障害児保育事業（筑後保育所） 子育て支援課

221 延長保育事業（筑後保育所） 子育て支援課

一時預かり補助事業 子育て支援課

214 施設型・地域型保育給付等事務 子育て支援課

サザンクス筑後使用料助成事業（保育施設） 子育て支援課

224 障害児保育補助事業 子育て支援課

223 延長保育補助事業 子育て支援課

226

1,713 1,169

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価Ｃ

Ｄ
名 称 主 管 課

2,302

事 業 費
平成29年度 平成30年度

総 額 1,858

2,302

1,169

一 財 1,778 1,089 1,089

2,302

総 額

一 財 2,882

2,882 865 2,302

一 財

総 額

161 161

385 261 385 385

996

161

2,984

10,767 10,767 9,324

200

200

200

996

総 額

一 財 902

2,702 2,701 2,984

4,324一 財

総 額

総 額

一 財

9,324

200

5,767 4,324

200

200 200

総 額

一 財 67

147

67

10,078総 額

3,672

12,344 4,151

3,360一 財

10,078

147

539,030

67

22 147

1,825,971

605,653

1,990,000

3,360

232 子育て短期支援事業 子育て支援課

234 施設型・地域型保育給付事業 子育て支援課
1,927,100総 額

10,282総 額

一 財
239 病児一時預かり事業 子育て支援課

562,442一 財

1,880,230

3,372

240 筑後保育所通常保育事業 子育て支援課

10,282

27,211

3,372

総 額

0

27,787 26,217

3,303

10,252 10,243

0

30,211

5,945

一 財 2,622

6,214 5,582 5,910

2,334

0一 財

2,369

1,113

126,425

530 幼稚園就園奨励費補助金 子育て支援課

1,113

55,854 55,854

246 学童保育事業 子育て支援課
126,425総 額

42,822

242 ファミリー・サポート・センター事業 子育て支援課

104,106 93,095

120 120

総 額

一 財

3,834

43,729

55,824 49,213

531 幼稚園職員研修等補助金 子育て支援課

一 財

総 額

120

42,822

総 額

120

120

743総 額

120

120一 財 120

120

120

0一 財
1001 休日保育事業 子育て支援課

総 額

一 財 120

120 120 120

8

総 額

一 財

534 サザンクス筑後使用料助成事業（幼稚園） 子育て支援課

69,476

1323 学童保育所整備事業 子育て支援課

0

743

276,494

106,916

839,705 179,000

714 573

1070 私立保育所施設整備費助成事業 子育て支援課
174,234

18,700

19,234

総 額

0

0 0

0一 財 3,320

19,921

一 財 738,523 620,644 740,864

総 額 2,956,357 2,210,814 2,373,288 2,542,704
計

1,939,466 1,915,729

2,956,357

2,373,288
2,542,704

532,860 547,672 738,523 620,644 740,864

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

H27 H28 H29 H30 H31

61
45

0

20

40

60

80

H28 H29 H30 H31

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19

44

55
49

0

20

40

60

H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

1,709,238 1,846,782
2,210,814

#N/A #N/A

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

H27 H28 H29 H30 H31

100.0 100.0 100.0

99.9 99.9

99.8

100.0 100.0

99.7

99.8

99.9

100.0

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

17,976

16,583

19,840

22,15123,258

33,442

34,31822,891

0

10,000

20,000

30,000

40,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
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↘ ↗

↘ ↗

① ②

↘ →

↘ →

↘ ↗

↘ ↗

↘ ↗

↘ ↗

－ねらい（めざす姿） 児童虐待の早期発見に努め、また相談機能などを充実し、児童虐待が防止されることで、子どもの人権が守られ健やかに生活できる。
平成29年度 平成30年度 平成31年度

基本事業　4-1-3 児童虐待防止対策の充実

組 織 課 題
事 業 費 総 額

計

画

　子どもを守る地域ネットワーク組織に児童虐待防止に関わる部署や機関を追加し、組織

及び連携強化を図る。

ネットワーク構成員の資質向上に向けた研修会の実施

　実務者研修、養護教諭部会研修、民生児童委員母子部会研修、ネットワーク研修を

行う。

　子どもを守る地域ネットワーク組織における連携強化を図る。

ネットワーク構成員の資質向上に向けた研修会の実施

　実務者研修、養護教諭部会研修、民生児童委員母子部会研修、ネットワーク研修を

行う。

　子どもを守る地域ネットワーク組織における連携強化を図る。

ネットワーク構成員の資質向上に向けた研修会の実施

　実務者研修、養護教諭部会研修、民生児童委員母子部会研修、ネットワーク研修を

行う。

  児童虐待防止推進月間にPRチラシ等の配布による啓発を連携して実施する。

事 業 費 総 額 6,888
組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 6,764

事 業 費 総 額 6,756
組 織 課 題

う ち 一 財 額 6,658 う ち 一 財 額 6,662○
6,768

実

績

　子どもを守る地域ネットワーク組織に福祉課、男女共同参画室。人権擁護委員代表を

加え、連携体制を強化した。

　H29.7.31　「児童福祉法の改正に伴う市町村の役割について」と題し、河浦　龍生氏

（子ども家庭支援センターはぐはぐ）による実務者研修を実施。

　H29.11.24「子ども・親に寄り添う支援法」と題し、　山口　祐二氏（NPO法人ﾜｰｶｰｽﾞ

ｺｰﾌﾟ福岡支部ふくおか事業所）による関係機関等への研修会を実施。

　指標②家庭児童相談室相談件数のうちの虐待相談件数（他者からの通報含む）は、

平成27、28年度に比べ約1、2倍の102件に増加している。

指 標 ② 102

判 定 事 業 費 総 額 判 定事 業 費 総 額 6,766 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ① 13 指 標 ① 指 標 ①

家庭児童相談室相談件数のうちの虐待相談件数［実人数］ 件指

標

等

児童虐待件数［新規実人数］ 件事業費（計画額） 事業費（実績額）

(値の)方向性
現状値の減少を目標とし、関係機関・団体との連携強化等に

より、減少に努める。
(値の)方向性 数値の増減を目標とせず、推移を見守り必要な対応を行う。

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

1137 児童虐待防止事業 子育て支援課

219 家庭児童相談事業 子育て支援課
6,650 6,609

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価

ＣＤ
名 称 主 管 課

159

事 業 費
平成29年度 平成30年度

総 額 6,702

53

6,609

一 財 6,702 6,609 6,609

49

総 額

一 財 62

186 116 147

一 財 6,764 6,658 6,662

総 額 6,888 6,766 6,756 6,768
計

5,477

6,330
6,888 6,756 6,768

5,353
6,206 6,764 6,658 6,662

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H27 H28 H29 H30 H31

1 1

9

13

21

14

9

13

0

10

20

30

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31

5,442
6,074

6,766

#N/A #N/A

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H27 H28 H29 H30 H31

87 84

102

0

50

100

150

H27 H28 H29 H30 H31

↘ ↗

↘ ↗

① ②

↗ ↘

↗ ↘

→ →

→ →

↘ →

↘ →

↗ →

↗ →

↘ →

↘ →

↘ ↗

↘ ↗

↘ ↗

↘ ↗

334,058

一 財 205,769 198,684 207,742
計

総 額 331,267 292,579 320,799

179,912
236 児童扶養手当 子育て支援課

総 額

一 財 171,356 180,586

269,867 243,561 257,033 270,880

2,484 2,484

10,262 7,577 9,928 9,928総 額

一 財

271
229 児童扶養手当事務 子育て支援課

総 額

一 財

2,567

315 315

271 238 315 315

21,840 21,840

43,779 34,184 43,599 43,599総 額

一 財

244
215 母子寡婦福祉会補助事業 子育て支援課

総 額

一 財

21,975

244 244

244 244 244 244

平成29年度 平成30年度

9,092

一 財 800 2,445 2,273

平成31年度

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

総 額 6,844 6,774 9,680

事 業 費
事

務

事

業

評価

ＣＤ
名 称 主 管 課

207 母子自立支援推進事業 子育て支援課

218 ひとり親家庭等医療事業 市民課

233 母子生活支援施設等入所事務 子育て支援課

(値の)方向性 目標値は設定せず、推移を見守り必要な対応を行う。 (値の)方向性
前基本計画期間の推移から目標値を設定。就業支援に関す

る情報発信等により、達成を目指す。

事業費（計画額） 事業費（実績額）指

標

等

ひとり親家庭への各種支援の受給者数 人 児童扶養手当受給者のうち一部支給者の割合 ％

指 標 ② 55.0指 標 ① 524 指 標 ①

判 定292,579 判 定 ☀ 事 業 費 総 額

実

績

就業サポート案内　10件

母子・父子自立支援員への相談　3件

自立支援給付金事業　給付済　1件　相談4件

事 業 費 総 額

○
事 業 費 総 額

計

画

　　現況届等の受付の際に、ひとり親家庭への各種制度の周知や自立に向けた支援の情

報提供を行う。就労支援が必要な方には、ハローワークの就労支援窓口と協力し、支援す

る。各種支援制度の利用については、家庭自立支援給付事業の高等職業訓練促進給

付金事業、自立支援教育訓練給付金事業等の給付金等を紹介し、自立支援に繋げ

る。ひとり親家庭等就労・自立支援センターが行う就労支援講習会の情報提供を行う。

事 業 費 総 額

判 定

う ち 一 財 額 198,684 う ち 一 財 額 207,742

事 業 費 総 額

指 標 ①

ひとり親家庭等の自立支援の推進

平成29年度 平成30年度 平成31年度

334,058
組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 205,769

　　現況届等の受付の際に、ひとり親家庭への各種制度の周知や自立に向けた支援の情

報提供を行う。就労支援が必要な方には、ハローワークの就労支援窓口と協力し、支援す

る。各種支援制度の利用については、家庭自立支援給付事業の高等職業訓練促進給

付金事業、自立支援教育訓練給付金事業等の給付金等を紹介し、自立支援に繋げ

る。ひとり親家庭等就労・自立支援センターが行う就労支援講習会の情報提供を行う。

－ねらい（めざす姿） ひとり親家庭の自立に向けた相談・支援を行うことで、子育てを安心して継続することができる。

331,267
組 織 課 題

事 業 費 総 額 320,799
組 織 課 題

基本事業　4-1-4

　　現況届等の受付の際に、ひとり親家庭への各種制度の周知や自立に向けた支援の情

報提供を行う。就労支援が必要な方には、ハローワークの就労支援窓口と協力し、支援す

る。各種支援制度の利用については、家庭自立支援給付事業の高等職業訓練促進給

付金事業、自立支援教育訓練給付金事業等の給付金等を紹介し、自立支援に繋げ

る。ひとり親家庭等就労・自立支援センターが行う就労支援講習会の情報提供を行う。

301,989 310,911
331,267 320,799 334,058

188,143 194,822 205,769 198,684 207,742

0

100,000

200,000

300,000

400,000

H27 H28 H29 H30 H31

401 421
458 469 473

530 540 556 543 516 515 519 524

0

200

400

600

H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

269,000 282,867 292,579

#N/A #N/A

0

100,000

200,000

300,000

400,000

H27 H28 H29 H30 H31

50.5

53.7
55.0

48.0

50.0

52.0

54.0

56.0

H27 H28 H29 H30 H31
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↗ ↗

↘ ↗

① ★ ② ★ ③

↗ →

↘ →

↗ ↗

↗ ↗

↘ ↗

↘ ↗

↗ ↗

↗ ↗

↗ ↗

↘ ↗

↘ →

↘ →

↗ ↗

↘ ↗

124,081

200

189,937

施策　5-1 学校教育の充実

119,764108,614 102,550

2.99 p 前 年 度 重 要Ｐ 3.90 p 当 年 度 満 足Ｐ

一 財
5-1-3

総 額

一 財

36,072

166,152

30,530 27,214

175,687

123,253

162,811

666,517

610,241 576,054 621,128

415,251 641,157

判 定

前 年 度 重 要Ｐ

109,957 103,727 103,893総 額

前 年 度 重 要度

3.77 p 当 年 度 満 足Ｐ

平成29年度

前 年 度 重 要位

195,120

121,107

183,507

番 号

5-1-1

5-1-2

名 称

確かな学力の育成

施策の総合推進
一 財

629,393

175,400

総 額 126,365

125,601

総 額

一 財

基

本

事

業

事 業 費

5-1-99

計

5-1-4

安全安心な学校づくり

一 財

5-1-5

小中連携・地域連携の推進

豊かな心の育成

健やかな体の育成

総 額

一 財

36,072

200

123,253

116,094

149,752

182,7160

124,081

100

195,120

0 0 100

総 額

一 財

34,247

平成30年度

166,152

35,247

総 額

0

29,708

現状値の2ポイント増を目標値とし、安全安心な学校づくり等

により、達成を目指す。

当 年 度 満 足位

指 標 ②指 標 ②

平成31年度

計 画 額 実 績 額 実 績 額計 画 額 実 績 額

187,141 168,216

計 画 額

指

標

等

創造戦略と同じ目標値とし、豊かな心の育成等により、達成を

目指す。
(値の)方向性 (値の)方向性

％事業費（計画額）／重要度 学校運営に満足している保護者の割合［小・中学校］

事業費（実績額）／満足度

％

(値の)方向性

当 年 度 満 足Ｐ

創造戦略と同じ目標値とし、確かな学力の育成等により、達

成を目指す。

％将来の夢や目標を持っている中学3年生の割合学校に行くのが楽しいと思っている小学6年生の割合

当 年 度 満 足位

指 標 ② 69.9 

指 標 ③87.4 指 標 ①

14 位

88.3 

56.2 %前 年 度 重 要度

前 年 度 重 要Ｐ

6 位

指 標 ①

当 年 度 満 足度

事 業 費 総 額

85.5 % 前 年 度 重 要度

415,251

指 標 ①

前 年 度 重 要位 12 位 当 年 度 満 足位

62.6 % 当 年 度 満 足度

前 年 度 重 要位

当 年 度 満 足度

学校教育課

｢生きぬく力」を育む教育活動が推進され、保護者や地域から学校が信頼されている。

○
641,157

判 定

576,054

平成29年度 平成30年度 平成31年度

　指標①②について、①きめ細かな指導を行うために、小学校における少人数学級編制の

ための教員の配置や中学校における基礎学力向上教員を配置する。②いじめを見逃さな

い学校を目指すと共に、いじめが発生した際の学校の組織的な対応によりいじめの長期化・

拡大を防ぐ。③ＳＣ（スクールカウンセラー）やSSW（スクールソーシャルワーカー）を活用

することで児童・生徒及び保護者が安心して学校生活を送れるようにする。④市内小学校

に体育学習について指導を行うことを目的として教育研究所指導主事を配置し、若年教

諭等の体育学習における指導力の向上や児童の体力等の向上を実感できるようにする。

　指標③について、①登下校の交通安全確保、学校施設の定期的な点検を行うなど安全

安心な学校づくりを目指す。②ネット問題などについては、児童生徒にアンケートを実施し、

対応策などについて、校長会やＰＴＡ等と協議を行い、問題改善を図っていく。③引き続

き「確かな学力（知）」「豊かな心の育成（徳）」「健やかな体の育成（体）」を学校教

育の重点施策とし、｢生きぬく力」を育む教育活動の推進を図る。④学校及び学級通信通

して学校情報を発信することで保護者の信頼を得る。

　指標①②について、①きめ細かな指導を行うために、小学校における少人数学級編制の

ための教員の配置や中学校における基礎学力向上教員を配置する。②いじめを見逃さな

い学校を目指すと共に、いじめが発生した際の学校の組織的な対応によりいじめの長期化・

拡大を防ぐ。③ＳＣ（スクールカウンセラー）やSSW（スクールソーシャルワーカー）を活用

することで児童・生徒及び保護者が安心して学校生活を送れるようにする。④市内小学校

に体育学習について指導を行うことを目的として教育研究所指導主事を配置し、若年教

諭等の体育学習における指導力の向上や児童の体力等の向上を実感できるようにする。

　指標③について、①登下校の交通安全確保、学校施設の定期的な点検を行うなど安全

安心な学校づくりを目指す。②ネット問題などについては、児童生徒にアンケートを実施し、

対応策などについて、校長会やＰＴＡ等と協議を行い、問題改善を図っていく。③引き続

き「確かな学力（知）」「豊かな心の育成（徳）」「健やかな体の育成（体）」を学校教

育の重点施策とし、｢生きぬく力」を育む教育活動の推進を図る。④学校及び学級通信通

して学校情報を発信することで保護者の信頼を得る。

　指標①②について、①きめ細かな指導を行うために、小学校における少人数学級編制の

ための教員の配置や中学校における基礎学力向上教員を配置する。②いじめを見逃さな

い学校を目指すと共に、いじめが発生した際の学校の組織的な対応によりいじめの長期化・

拡大を防ぐために、ＳＣ（スクールカウンセラー）やSSW（スクールソーシャルワーカー）を

積極的に意図的に活用するできるように各学校に呼びかける。③市内３中学校で職場体

験を実施したり、小学校高学年児童とその保護者を対象にしたキャリア教育（八女高校・

八女工業高校による学校説明会）を実施する。

　指標③について、①登下校の交通安全確保、学校施設の定期的な点検を行うなど安全

安心な学校づくりを目指す。②ネット問題などについては、児童生徒にアンケートを実施し、

対応策などについて、校長会やＰＴＡ等と協議を行い、問題改善を図っていく。③引き続

き「確かな学力（知）」「豊かな心の育成（徳）」「健やかな体の育成（体）」を学校教

育の重点施策とし、｢生きぬく力」を育む教育活動の推進を図る。④学校及び学級通信通

して学校情報を発信することで保護者の信頼を得る。

ねらい（めざす姿）

610,241
組 織 課 題

う ち 一 財 額

事 業 費 総 額

組 織 課 題

計

画

実

績

事 業 費 総 額事 業 費 総 額

う ち 一 財 額

629,393
組 織 課 題

事 業 費 総 額☁

621,128○
666,517

う ち 一 財 額

事 業 費 総 額

判 定

　指標①②について、①きめ細かな指導を行うために、小学校における少人数学級編制の

ための教員の配置や中学校における基礎学力向上教員を配置した。②いじめを見逃さない

学校を目指すと共に、いじめが発生した際の学校の組織的な対応によりいじめの長期化・

拡大を防ぐために、ＳＣ（スクールカウンセラー）やSSW（スクールソーシャルワーカー）を

積極的に意図的に活用するできる環境を整えた。③市内３中学校で職場体験を実施した

り、小学校高学年児童とその保護者を対象にしたキャリア教育（八女高校・八女工業高

校による学校説明会）を実施した。

指標③について、①筑後市通学路安全推進会議による「筑後市通学路交通安全プログ

ラム」に基づいて通学路の現在の危険箇所の把握状況、及び点検個所の改善を行った。

②

ネット問題などについては、保護者アンケートを通して実態を把握し校長会に情報提供を

行った。③引き続き「確かな学力（知）」「豊かな心の育成（徳）」「健やかな体の育成

（体）」を学校教育の重点施策とし、｢生きぬく力」を育む教育活動の推進を図った。④学

校及び学級通信通して学校情報を発信し保護者の信頼を得た。

613,658
623,161

629,393

641,157

666,517

593,185

615,710 610,241

576,054

621,128

50.9

62.6
56.2
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123,253

124,081

10,19410,194

10,194 10,194 10,194 10,194

10,194

150

763

150 150

4,593

763 763

763 763 763

763

963 963

963

963

963

3,732 4,593

3,732 2,946 4,593

700

800 800 700

800 700

48,786

700

4,593

2,328

3,116

47,658 45,353 48,826

2,665 2,328

2,421 3,116

48,826

1,155

900

1,155

47,635

1,155 1,155

47,635

47,635

900

46,050 47,635

1,271

90

705 688 688

688 688508

1,201 1,133

150

300

就学援助事業（小中学校）

学校教育課

一 財

総 額

総 額

963

一 財

総 額

963

一 財

学校教育課

学校教育課

990

572

577

578

566 特別支援教育支援事業（小中学校）

教育委員会事務局管理事務

筑後地区教育研究会支援事業 学校教育課

1302 校務支援システム導入事業（小中学校）

市教育研究指定事業 学校教育課

学校教育助成事務（小中学校）

571

597

548

521 就学相談支援事務

538

教育長秘書事務

48,786

平成30年度

1,281

1,271

印刷事業

小学校通学バス運転委託事業542 学校教育課

学校教育課

学校教育課

学校教育課
総 額

一 財

総 額

平成29年度

1,281 906

1,550

50,701

47,474

3,245

一 財

総 額

一 財

総 額

学校教育課

1,271

90

計 画 額 実 績 額 計 画 額

90

3,182

3,182

2,900 3,037

1,271

総 額

一 財

総 額

総 額

一 財

一 財

50,701

767

一 財

総 額

125,601
計

事

務

事

業

524 卒業記念品贈答事業

512 教育委員会運営事務

名 称 主 管 課

学校教育課

評価

ＣＤ

学校教育課

一 財

学校教育課

300

300

一 財

総 額

総 額

一 財

校長会研修事業（小中学校） 学校教育課

総 額

教育研究事業（小中学校）

実 績 額 計 画 額

90

平成31年度

3,037

3,037

実 績 額

3,037

9090

一 財

総 額

事 業 費

900

1,550 900

90

一 財

総 額

学校教育課

527

一 財 1,201

705
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↗ →

↘ →

① ②

↘ →

→ →

↗ →

↘ →
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→ →

→ →

→ →

↘ →

↘ →

↗ →

↘ →

↗ →
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↘ →

↘ →

↘ →

↘ →

↗ →

↘ →

↗ →

↗ →

↘ →

↘ →

→ →

↘ →

↗ →

↘ →

事業費（計画額） 事業費（実績額）

一 財 183,507 166,152 166,152

総 額 187,141 168,216 195,120 195,120
計

53,419

903 教科用図書採択協議会負担金 学校教育課

2,681 2,556

総 額

一 財

2,681

63,419

63,419 54,132

一 財 2,617

2,617

1282 少人数学級編制事業 学校教育課

2,617

63,419 63,419

1078 小中学校コンピュータサポーター事業 学校教育課
2,617総 額

53,419

総 額

一 財 0

0 0 139

139 139

34,475

35,769

139

34,475一 財

17,259

576 学校ＩＣＴ環境整備事業（小中学校） 学校教育課

17,259

35,769

17,259

総 額

34,513

35,182 30,852

18,771

18,771 18,027

2,207総 額

17,259総 額

一 財
575 学校教材購入事業（小中学校） 学校教育課

1,726

550 教育指導主事設置事業 学校教育課

565 理科教育設備整備事業（小中学校） 学校教育課
一 財

7,916

4,599

1,552

4,599

4,565 4,599

2,244

一 財

2,381

1,552

2,207

総 額

一 財 4,898

4,898

4,599

7,916
教育研究所運営事業 学校教育課

7,916

5,614一 財

総 額

総 額

一 財

総 額

5,016

5,016 4,958

7,916

5,614

8,517

5,645 5,614

8,506

8,506 8,074

5,645 5,333 5,614

5,517

8,517

5,517

2,986

総 額

一 財 2,986

2,986 2,986 2,986

25,329

2,986

25,329

2,986

一 財

総 額

25,329 25,329

25,329 24,424 25,329

一 財 4,169 4,169 4,169

561

総 額

一 財 5,848

5,848 3,587 14,580

6,479 4,169

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価

ＣＤ
名 称 主 管 課

14,580

事 業 費
平成29年度 平成30年度

総 額 6,479

561

4,169

基礎学力向上教員配置事業 学校教育課

546 学力診断テスト事業 学校教育課

545 学力指導事業 学校教育課

547

549

539 外国語指導助手配置事業 学校教育課

544 特別支援教育支援事業 学校教育課

532 筑後市奨学会事業 学校教育課

前基本計画の目標値を継続し、教職員の指導力向上等によ

り、達成を目指す。

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

全国学力・学習状況調査の平均点の指数【国語、数学（算

数）、理科】［中学3年生］
点指

標

等

全国学力・学習状況調査の平均点の指数【国語、数学（算

数）、理科】［小学6年生］
点

(値の)方向性
前基本計画期間の最高値を目標値とし、教職員の指導力向

上等により、達成を目指す。
(値の)方向性

判 定 事 業 費 総 額 判 定

実

績

　指標①について、①きめ細かな指導を行うことで学力向上を図るために、１学級３５人ま

でとするために市費による教員を配置した。②特別な支援が必要な児童に対し、特別支援

教育支援員を配置し、学習環境の整備を図った。③教員の指導力向上を図るため、各種

研修会に参加するよう学校へ紹介及び要請を行った。④校務支援システムが本格稼働し

たことで、教職員の事務作業負担が少しずつ軽減されてきていることで、授業準備等に時間

を活用できるようになってきている。⑤電子黒板およびタブレット等の導入といった教育のＩＣ

Ｔ化をすすめ、ＩＣＴ機器を活用しながら教育力の向上を図った。

　指標②について、①中学校に基礎学力向上教員を配置し、ティームティーチングや習熟

度別の指導を行い、学力向上を図った。②特別な支援が必要な児童に対し、特別支援教

育支援員を配置し、学習環境の整備を図った。③全国学力・学習状況調査の結果は、そ

の年によって異なるが、変動差が安定するように教員の指導力向上を図るため、各種研修

会に参加するよう学校へ紹介及び要請を行った。④校務支援システムが本格稼働したこと

で、教職員の事務作業負担が少しずつ軽減されてきていることで、授業準備等に時間を活

用できるようになってきた。⑤電子黒板およびタブレット等の導入といった教育のＩＣＴ化を

すすめ、ＩＣＴ機器を活用しながら教育力の向上を図った。

事 業 費 総 額 168,216 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ② 99.2

187,141
組 織 課 題 組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 183,507

指 標 ①

166,152

指 標 ① 103.3 指 標 ①

平成30年度 平成31年度

ねらい（めざす姿） 基礎基本および活用に関する学力がきちんと身についている。 －基本事業　5-1-1 確かな学力の育成

事 業 費 総 額事 業 費 総 額 195,120
組 織 課 題

う ち 一 財 額 166,152 う ち 一 財 額

平成29年度

○
195,120

計

画

　指標①について、①１学級３５人までとするために市費による教員を配置し、きめ細かな

指導を行うことで学力向上を図る。②特別な支援が必要な児童に対し、特別支援教育支

援員を配置し、学習環境の整備を図る。③教員の指導力向上を図るため、各種研修会に

参加するよう学校へ紹介及び要請を行う。④校務支援システムが本格稼働したことで、教

職員の事務作業負担が軽減されることで、授業準備等に時間を活用できるようにする。⑤

英語教育の拡大に伴い、ＡＬＴを増やす等の体制の充実させ、新しい英語学習に対応す

る指導の充実を目指す。⑥電子黒板およびタブレット等の導入といった教育のＩＣＴ化を

すすめ、ＩＣＴ機器を活用しながら教育力の向上を図る。

　指標②について、①各学校に基礎学力向上教員を配置し、ティームティーチングや習熟

度別の指導を行い、学力向上を図る。②特別な支援が必要な児童に対し、特別支援教

育支援員を配置し、学習環境の整備を図る。③全国学力・学習状況調査の結果は、その

年によって異なるが、変動差が安定するように教員の指導力向上を図るため、各種研修会

に参加するよう学校へ紹介及び要請を行う。④校務支援システムが本格稼働したことで、

教職員の事務作業負担が軽減されることで、授業準備等に時間を活用できるようにする。

⑤電子黒板およびタブレット等の導入といった教育のＩＣＴ化をすすめ、ＩＣＴ機器を活

用しながら教育力の向上を図る。

　指標①について、①１学級３５人までとするために市費による教員を配置し、きめ細かな

指導を行うことで学力向上を図る。②特別な支援が必要な児童に対し、特別支援教育支

援員を配置し、学習環境の整備を図る。③教員の指導力向上を図るため、各種研修会に

参加するよう学校へ紹介及び要請を行う。④校務支援システムが本格稼働したことで、教

職員の事務作業負担が軽減されることで、授業準備等に時間を活用できるようにする。⑤

英語教育の拡大に伴い、ＡＬＴを増やす等の体制の充実させ、新しい英語学習に対応す

る指導の充実を目指す。⑥電子黒板およびタブレット等の導入といった教育のＩＣＴ化を

すすめ、ＩＣＴ機器を活用しながら教育力の向上を図る。

　指標②について、①各学校に基礎学力向上教員を配置し、ティームティーチングや習熟

度別の指導を行い、学力向上を図る。②特別な支援が必要な児童に対し、特別支援教

育支援員を配置し、学習環境の整備を図る。③全国学力・学習状況調査の結果は、その

年によって異なるが、変動差が安定するように教員の指導力向上を図るため、各種研修会

に参加するよう学校へ紹介及び要請を行う。④校務支援システムが本格稼働したことで、

教職員の事務作業負担が軽減されることで、授業準備等に時間を活用できるようにする。

⑤電子黒板およびタブレット等の導入といった教育のＩＣＴ化をすすめ、ＩＣＴ機器を活

用しながら教育力の向上を図る。

　指標①について、①１学級３５人までとするために市費による教員を配置し、きめ細かな

指導を行うことで学力向上を図る。②特別な支援が必要な児童に対し、特別支援教育支

援員を配置し、学習環境の整備を図る。③教員の指導力向上を図るため、各種研修会に

参加するよう学校へ紹介及び要請を行う。④校務支援システムが本格稼働したことで、教

職員の事務作業負担が軽減されることで、授業準備等に時間を活用できるようにする。⑤

英語教育の拡大に伴い、ＡＬＴや英語指導に関するサポート教員を増やす等、さらなる体

制の充実を目指す。

　指標②について、①各学校に基礎学力向上教員を配置し、ティームティーチングや習熟

度別の指導を行い、学力向上を図る。②特別な支援が必要な児童に対し、特別支援教

育支援員を配置し、学習環境の整備を図る。③全国学力・学習状況調査の結果は、その

年によって異なるが、変動差が安定するように教員の指導力向上を図るため、各種研修会

に参加するよう学校へ紹介及び要請を行う。④校務支援システムが本格稼働したことで、

教職員の事務作業負担が軽減されることで、授業準備等に時間を活用できるようにする。

⑤電子黒板およびタブレット等の導入といった教育のＩＣＴ化をすすめ、ＩＣＴ機器を活

用しながら教育力の向上を図る。

事 業 費 総 額
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→ →
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↗ →

↗ →

→ →

→ →

→ →

→ →

↘ ↗

↘ ↗

↗ ↗

↗ ↗一 財 29,708 34,247 36,072

総 額 30,530 27,214 35,247 36,072
計

6,689

一 財 6,689
スクールソーシャルワーカー配置事業 学校教育課

5,864

151一 財

総 額

総 額

一 財

総 額

5,238

6,060 3,533

4,864

151

43

151 151

43

43 41

151 151 151

43

43

43

22,199

総 額

一 財 17,987

17,987 17,393 22,199

70

22,199

70

22,199

一 財

総 額

70 70

70 25 70

一 財 6,007 6,708 6,708

212

総 額

一 財 212

212 212 212

5,859 6,708

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価Ｃ

Ｄ
名 称 主 管 課

212

事 業 費
平成29年度 平成30年度

総 額 6,007

212

6,708
528 不登校児童生徒対策事業 学校教育課

福岡県中学校文化連盟事業 学校教育課

590 小中学校生徒指導事業（小中学校） 学校教育課

559 学校図書館運営事業（小中学校） 学校教育課

593

1275

533 学校人権・同和教育事業 学校教育課

535 スクールアドバイザー派遣事業 学校教育課

(値の)方向性
現在高水準にあることから同水準に目標値を設定し、道徳教

育の推進等により、水準維持に努める。
(値の)方向性

創造戦略と同じ目標値とし、保護者と協力した取組の推進等

により、達成を目指す。

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

指

標

等

学校の決まりを守っている中学3年生の割合 ％事業費（計画額） 事業費（実績額）

指 標 ①

毎日朝食を食べている中学3年生の割合 ％

事 業 費 総 額 27,214 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ① 93.7 指 標 ①

判 定 事 業 費 総 額 判 定

実

績

　指標①について、①各校年２～３回程度「児童生徒の規模意識育成事業」の学習会

を実施した。そのうち１回は保護者を交え学校と家庭が連携した指導を行った。

　指標②について、①引き続き、PTAによる「早寝･早起き･朝ご飯」を夏休みの一定期間

実施する活動を推進した。また、学力・学習状況調査の中の生活状況調査結果などを保

護者等に学校便り及び市ホームページ、教育委員会作成リーフレット等で知らせ、基本的

生活習慣の大切さを周知した。②筑後市で作成した食育カリキュラムを活用して、給食の

時間を中心に食育についての指導を行うよう周知した。

指 標 ② 91.2

組 織 課 題
事 業 費 総 額

計

画

　指標①について、①各校年２～３回程度「児童生徒の規模意識育成事業」の学習会

を実施する。そのうち１回は保護者を交え学校と家庭が連携して指導できるようにする。

　指標②について、①引き続き、PTAによる「早寝･早起き･朝ご飯」を夏休みの一定期間

実施する活動を推進する。また、学力・学習状況調査の中の生活状況調査結果などを保

護者等に学校便り等で知らせ、基本的生活習慣の大切さを周知する。②筑後市で作成し

た食育カリキュラムを活用して、給食の時間を中心に食育についての指導を行っていく。

　指標①について、①各校年２～３回程度「児童生徒の規模意識育成事業」の学習会

を実施する。そのうち１回は保護者を交え学校と家庭が連携して指導できるようにする。

　指標②について、①引き続き、PTAによる「早寝･早起き･朝ご飯」を夏休みの一定期間

実施する活動を推進する。また、学力・学習状況調査の中の生活状況調査結果などを保

護者等に学校便り等で知らせ、基本的生活習慣の大切さを周知する。②筑後市で作成し

た食育カリキュラムを活用して、給食の時間を中心に食育についての指導を行っていく。

　指標①について、①各校年２～３回程度「児童生徒の規模意識育成事業」の学習会

を実施する。そのうち１回は保護者を交え学校と家庭が連携して指導できるようにする。

　指標②について、①引き続き、PTAによる「早寝･早起き･朝ご飯」を夏休みの一定期間

実施する活動を推進していく。また、学力・学習状況調査の中の生活状況調査結果などを

保護者等に学校便り及び市ホームページ、教育委員会作成リーフレット等で知らせ、基本

的生活習慣の大切さを周知していく。②筑後市で作成した食育カリキュラムを活用して、給

食の時間を中心に食育についての指導を行っていく。

事 業 費 総 額 30,530
組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 29,708

事 業 費 総 額 35,247
組 織 課 題

う ち 一 財 額 34,247 う ち 一 財 額 36,072

36,072

－ねらい（めざす姿） 基本的生活習慣や規範意識が身についている。
平成29年度 平成30年度 平成31年度

基本事業　5-1-2 豊かな心の育成
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↘ ↗一 財 108,614 102,550 119,764

総 額 109,957 103,727 103,893 121,107
計

0総 額

2,778

594 中学校体育交流事業 学校教育課

1093 基礎体力向上教員配置事業 学校教育課
一 財

3,939

1,158

0

1,158

1,079 1,158

2,428

一 財

2,778

0

0

総 額

一 財 1,110

1,110

1,158

2,596
災害給付事業（小中学校） 学校教育課

3,939

23,377一 財

総 額

総 額

一 財

総 額

2,662

4,005 3,883

2,596

23,377

91,878

23,738 23,377

77,590

77,590 73,443

23,738 22,348 23,377

74,664

74,664

91,878

23

総 額

一 財 23

23 22 23

220

23

220

23

一 財

総 額

219 220

219 219 220

一 財 15 15 15

497

総 額

一 財 479

479 290 497

15 15

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価

ＣＤ
名 称 主 管 課

497

事 業 費
平成29年度 平成30年度

総 額 15

497

15
537 プール保険事業 学校教育課

学校給食事業（小中学校） 学校教育課

560 学校保健事業（小中学校） 学校教育課

557 八女地区学校保健結核対策事業 学校教育課

561

562

551 健康管理事務 学校教育課

555 八女筑後地区学校保健会負担金 学校教育課

(値の)方向性
前基本計画期間の最高値を目標値とし、学校ごとの体力向

上プランの作成、推進等により、達成を目指す。
(値の)方向性

前基本計画期間の最高値を目標値とし、学校ごとの体力向

上プランの作成、推進等により、達成を目指す。

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

指

標

等

体力・運動能力調査の平均点の指数［小学5年生］ 点事業費（計画額） 事業費（実績額）

指 標 ①

体力・運動能力調査の平均点の指数［中学2年生］ 点

事 業 費 総 額 103,727 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ① 101.4 指 標 ①

判 定 事 業 費 総 額 判 定

実

績

　指標①について、①市内３小学校に基礎体力向上教員を配置し、児童の運動習慣や

体を動かすことの楽しさを実感できるようにした。②各学校に、体力実態分析により自校の

課題を明確にし、｢1校1取り組み」を位置づけた体力向上プランを作成し、児童の体力向

上を目指すよう要請した。また、スポコン広場南筑後地区大会参加を目指して、各学校で

取組を実施した。

　指標②について、①各学校に、体力実態分析により自校の課題を明確にし、｢1校1取り

組み」を位置づけた体力向上プランを作成し、生徒の体力向上を目指すよう要請した。

指 標 ② 102.5

組 織 課 題
事 業 費 総 額

計

画

　指標①について、①教育研究所の指導主事による小学校で体育学習に関する指導･助

言を行う。②各学校に、体力実態分析により自校の課題を明確にし、｢1校1取り組み」を

位置づけた体力向上プランを作成し、児童の体力向上を目指すよう要請する。③スポコン

広場南筑後地区大会への参加に向けて各学校での取組について指導・助言を行う。

　指標②について、①各学校に、体力実態分析により自校の課題を明確にし、｢1校1取り

組み」を位置づけた体力向上プランを作成し、生徒の体力向上を目指すよう要請する。

　指標①について、①教育研究所の指導主事による小学校で体育学習に関する指導･助

言を行う。②各学校に、体力実態分析により自校の課題を明確にし、｢1校1取り組み」を

位置づけた体力向上プランを作成し、児童の体力向上を目指すよう要請する。③スポコン

広場南筑後地区大会への参加に向けて各学校での取組について指導・助言を行う。

　指標②について、①各学校に、体力実態分析により自校の課題を明確にし、｢1校1取り

組み」を位置づけた体力向上プランを作成し、生徒の体力向上を目指すよう要請する。

　指標①について、①教育研究所の指導主事による全小学校への体育学習に授業改善

や指導力向上に対する指導･助言を行う。②各学校に、体力実態分析により自校の課題

を明確にし、｢1校1取り組み」を位置づけた体力向上プランを作成し、児童の体力向上を

目指すよう要請する。また、スポコン広場南筑後地区大会参加を目指して、各学校で取組

を要請する。

　指標②について、①各学校に、体力実態分析により自校の課題を明確にし、｢1校1取り

組み」を位置づけた体力向上プランを作成し、生徒の体力向上を目指すよう要請する。

事 業 費 総 額 109,957
組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 108,614

事 業 費 総 額 103,893
組 織 課 題

う ち 一 財 額 102,550 う ち 一 財 額 119,764○
121,107

－ねらい（めざす姿） 基礎体力が向上している。
平成29年度 平成30年度 平成31年度

基本事業　5-1-3 健やかな体の育成
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↗ ↗

↗ ↗

① ②

↗ ↗

↗ ↗

↗ ↗

↗ ↗

小中連携・地域連携の推進

平成29年度 平成30年度 平成31年度

200
組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 0

　指標①について、①学校行事における地域への公開や学校便りの配布を行うなど積極的

に開かれた学校づくりを目指す。②地域社会の一員としての自覚を持ち、郷土の伝統と文

化を大切にする児童生徒の形成を目指し、地域行事等の参加や学校活動の中で地域の

方から指導してもらう体験活動など実施していく。③「筑後市の偉人伝」を活用し、地域に

の方に目を向けてもらえるような学習を行っていく。④コミュニティスクールを設置することで地

域の中の学校づくりを進める。

　指標②について、①小中連携の取組を通して教科の学びや学習規律、生活規律等を共

通理解のもと指導を行ったり中学校教員が小学校に出向き指導等を行うことで中学校進

学に向けての不安（中１ギャップ）を軽減するようにする。②異校種における校内研修会

や研究発表会、学校訪問等、授業公開をする場に参加し授業を参観するとともに協議会

での協議を通して授業の意図やよさ及び課題を実感し、それぞれの学習指導に生かすよう

指導・助言を行う。

－ねらい（めざす姿） 義務教育9年間を通して小学校と中学校の連携や学校と地域の連携が保たれている。

0
組 織 課 題

事 業 費 総 額 100
組 織 課 題

基本事業　5-1-4

　指標①について、①学校行事における地域への公開や学校便りの配布を行うなど積極的

に開かれた学校づくりを目指す。②地域社会の一員としての自覚を持ち、郷土の伝統と文

化を大切にする児童生徒の形成を目指し、地域行事等の参加や学校活動の中で地域の

方から指導してもらう体験活動など実施していく。③「筑後市の偉人伝」を活用し、地域に

の方に目を向けてもらえるような学習を行っていく。④コミュニティスクールを設置することで地

域の中の学校づくりを進める。

　指標②について、①小中連携の取組を通して教科の学びや学習規律、生活規律等を共

通理解のもと指導を行ったり中学校教員が小学校に出向き指導等を行うことで中学校進

学に向けての不安（中１ギャップ）を軽減するようにする。②異校種における校内研修会

や研究発表会、学校訪問等、授業公開をする場に参加し授業を参観するとともに協議会

での協議を通して授業の意図やよさ及び課題を実感し、それぞれの学習指導に生かすよう

指導・助言を行う。

実

績

　指標①について、①学校行事における地域への公開や学校便りの配布を行うなど積極的

に開かれた学校づくりを行った。②地域社会の一員としての自覚を持ち、郷土の伝統と文化

を大切にする児童生徒の形成を目指し、地域行事等の参加や学校活動の中で地域の方

から指導してもらう体験活動など実施した。③平成30年度から設置するコミュニティスクール

について研究し、当初予算の措置を行い実施につなげた。

　指標②について、①小中連携の取組を通して教科の学びや学習規律、生活規律等を共

通理解のもと指導を行ったり中学校教員が小学校に出向き指導等を行うことで中学校進

学に向けての不安（中１ギャップ）を軽減するような取組を行った。

事 業 費 総 額

○
事 業 費 総 額

計

画

　指標①について、①学校行事における地域への公開や学校便りの配布を行うなど積極的

に開かれた学校づくりを目指す。②地域社会の一員としての自覚を持ち、郷土の伝統と文

化を大切にする児童生徒の形成を目指し、地域行事等の参加や学校活動の中で地域の

方から指導してもらう体験活動など実施していく。③「筑後市の偉人伝」を活用し、地域に

の方に目を向けてもらえるような学習を行っていく。④コミュニティスクールを活用して地域の中

の学校づくりを進める。

　指標②について、①小中連携の取組を通して教科の学びや学習規律、生活規律等を共

通理解のもと指導を行ったり中学校教員が小学校に出向き指導等を行うことで中学校に向

けての不安（中１ギャップ）を軽減するような取組を継続にする。②異校種における校内

研修会や研究発表会、学校訪問等、授業公開をする場に参加し授業を参観するとともに

協議会での協議を通して授業の意図やよさ及び課題を実感し、それぞれの学習指導に生か

すよう指導・助言を行う。

事 業 費 総 額

判 定

う ち 一 財 額 100 う ち 一 財 額 200

事 業 費 総 額

指 標 ①

判 定0 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ① 14 指 標 ①指 標 ② 1.0

指

標

等

PTAや地域の人が学校支援ボランティアとして積極的に関わっている学校数 校 中学1年生で新たに不登校となった生徒の割合 ％事業費（計画額） 事業費（実績額）

(値の)方向性
PTAや地域への情報発信等により、全小中学校での関わりを

目指す。
(値の)方向性

現状値の改善を目標値とし、小・中学校の交流活性化等、に

より、達成を目指す。

事

務

事

業

評価

ＣＤ
名 称 主 管 課

1376
コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）

事業
学校教育課

平成29年度 平成30年度

200

一 財 0 100 200

平成31年度

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

総 額 0 0 100

事 業 費

計
総 額 0 0 100 200

一 財 0 100 200

0 0 0

100

200

0 0 0

100

200

0

50

100

150

200

250

H27 H28 H29 H30 H31

12
11

14 14 14 14 14

10

15

20

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H310 0 0 #N/A #N/A

0

50

100

150

200

250

H27 H28 H29 H30 H31

1.3

2.3

1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

H27 H28 H29 H30 H31

↗ ↗

↘ ↗

①

↗ ↘

↘ ↗

↘ ↗

↘ ↗

↗ →

↗ →

→ →

→ →

↗ ↗

↘ ↗

↘ →

↘ →

↗ ↗

↗ ↗

↗ ↗

↘ ↗

安全安心な学校づくり

平成29年度 平成30年度 平成31年度

189,937
組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 162,811

①個人やチームの技能アップのためのＯＪＴや研修の強化を図り、引き続き事故ゼロと処

理率１００％を目指す。②トイレの洋式化等を計画的に進め、快適な学習環境の整備

を行う。③老朽化した校舎の延命化のため、屋上防水の計画的な整備を進める。

－ねらい（めざす姿） 学校施設や設備が適切に整備または維持管理されることで、安全安心で快適な学習環境になっている。

175,400
組 織 課 題

事 業 費 総 額 182,716
組 織 課 題

基本事業　5-1-5

①個人やチームの技能アップのためのＯＪＴや研修の強化を図り、引き続き事故ゼロと処

理率１００％を目指す。②トイレの洋式化等を計画的に進め、快適な学習環境の整備

を行う。③老朽化した校舎の延命化のため、屋上防水の計画的な整備を進める。

実

績

・学校営繕については、学校の営繕依頼に対して作業班及び総務担当による業者発注に

より対応した。大規模な改修につながるものを除き適宜対応することができた。

・一方、学校施設の老朽化による大規模改修等の実施は予算上の制約もあって優先度に

応じた実施となり、消防設備の改修、屋上防水（筑後小）などを行った。

事 業 費 総 額

○
事 業 費 総 額

計

画

・学校施設の老朽化が進むなかで、大規模な改修の計画的な実施は急務であり、公共施

設等総合管理計画の個別計画の策定に向けて取り組む。

・トイレの洋式化など快適な学習環境の整備について、国の補助等を活用しながら効果的

に進める。また、障がいのある児童の入学が予定される小学校へのエレベーター設置など学

校環境の整備に努める。

・学校営繕に関し、営繕作業班職員個々のスキルアップのため、ベテラン職員から若手職員

への技術の継承を意識したＯＪＴや研修を行う。

事 業 費 総 額

判 定

う ち 一 財 額 149,752 う ち 一 財 額 175,687

事 業 費 総 額

指 標 ①

判 定169,766 判 定 ☀ 事 業 費 総 額

指 標 ① 100.0 指 標 ①

指

標

等

事業費（計画額） 全小中学校の維持管理上の営繕・要望処理率 ％事業費（実績額）

(値の)方向性
100％とした前基本計画の目標値を継続し、対応力の強化

等により、水準維持に努める。

事

務

事

業

評価

ＣＤ
名 称 主 管 課

518 集中管理等用務員業務 学校教育課

563 校舎等営繕業務（小中学校） 学校教育課

581 屋上防水事業（小中学校） 学校教育課

1375 筑後北小トイレ改修事業 学校教育課

平成29年度 平成30年度

3,600

一 財 3,594 3,466 3,500

平成31年度

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

総 額 3,594 3,447 3,606

事 業 費

108,803 112,803

123,781 124,094 110,213 114,213

総 額

一 財

122,192
558 学校管理事務（小中学校） 学校教育課

総 額

一 財

16,631 26,840 26,840

16,631 14,968 27,080 27,080

44 44

44 42 44 44

総 額

一 財

44
574 学校警察連絡協議会負担金（小中学校） 学校教育課

総 額

一 財

14,850 8,350 30,000

14,850 14,461 28,350 30,000

0 0

16,500 12,754 0 0

総 額

一 財

5,500
1218 小中学校屋外環境整備事業 学校教育課

総 額

一 財

0 2,249 2,500

0 0 13,423 15,000

計
総 額 175,400 169,766 182,716 189,937

一 財 162,811 149,752 175,687

165,074
178,474 175,400 182,716 189,937

162,800 176,118 162,811 149,752
175,687
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200,000
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事業費（計画額）／重要度 事業費（実績額）／満足度

925

416,785

925

施策　5-3 生涯学習・スポーツの推進

9,95712,203 10,163

3.00 p 前 年 度 重 要Ｐ 3.74 p 当 年 度 満 足Ｐ

一 財
5-3-3

総 額

一 財

485

4,760

544 345

925

2,220 1,809 925

925

925

437,421

303,331 223,946 425,836

410,783 245,459

925

708

10

749 489

判 定

前 年 度 重 要Ｐ

15,212 12,479 14,782総 額

前 年 度 重 要度

3.59 p 当 年 度 満 足Ｐ

平成29年度

前 年 度 重 要位

4,760

14,466

5,810

番 号

5-3-1

5-3-2

名 称

市民が主体の生涯学習推進体制の強化

632 福岡県美術展覧会負担金

一 財

平成30年度

444,074

708

2,220

総 額

施策の総合推進

708

10

計 画 額 実 績 額 計 画 額

10

1,461

1,461

1,310 207

708

総 額

一 財

総 額

一 財

一 財

総 額

2,220

平成29年度

計

事

務

事

業

648 社会教育委員会事務

610 筑後市平和事業

名 称 主 管 課

社会教育課

評価

ＣＤ

社会教育課

実 績 額 計 画 額

10

平成31年度

207

207

実 績 額

207

1010

一 財

総 額

事 業 費

10

基

本

事

業

事 業 費

社会教育課
一 財 749

5-3-99

計

5-3-4
一 財

生涯学習・スポーツの活動拠点の充実

生涯学習・スポーツの情報の提供

生涯学習・スポーツの機会の提供

485

409,709

925

207,604

4,769

420,238 391,278 224,498

総 額

総 額

282,554

総 額 2,220 1,809

一 財

485

平成30年度

4,769

485

544

当 年 度 満 足位

平成31年度

計 画 額 実 績 額 実 績 額計 画 額 実 績 額

5,860 4,872

計 画 額

指

標

等
創造戦略と同じ目標値を設定。第３次生涯学習推進計画

及びスポーツ推進計画の推進等により、達成を目指す。
(値の)方向性 (値の)方向性

％

当 年 度 満 足Ｐ

創造戦略と同じ目標値を設定。スポーツ推進計画の推進等に

より、達成を目指す。

％週に1回以上、運動・スポーツをしている市民の割合生涯学習活動を行っている市民の割合

当 年 度 満 足位

指 標 ② 55.3 47.6 指 標 ①

10 位

46.8 %前 年 度 重 要度

前 年 度 重 要Ｐ

19 位

指 標 ①

当 年 度 満 足度

事 業 費 総 額

86.7 % 前 年 度 重 要度

410,783

指 標 ①

前 年 度 重 要位 26 位 当 年 度 満 足位

54.1 % 当 年 度 満 足度

前 年 度 重 要位

当 年 度 満 足度

社会教育課

自己表現、自己充実、地域貢献を図るため、市民が継続的に学習やスポーツを行っている。

○
245,459

判 定

223,946

平成29年度 平成30年度 平成31年度

　指標①について、第3次生涯学習推進計画やスポーツ推進計画に基づき、生涯学習・ス

ポーツの推進を図っていく。次世代育成（青少年や地域リーダーの育成）をキーワードに社

会教育事業と中央公民館事業の企画・整理を行いながら事業を展開する。また、中央公

民館出張所講座事業や自治公民館活動支援の拡充・強化に向けての取り組みも行う。

11月に開館予定の北部交流センター拠点施設を新たな生涯学習・スポーツの推進施設と

して効果的に管理運営していくことができるよう取り組む。

　指標②について、筑後市教育大綱やスポーツ推進計画に基づき、健康・体力づくりを目

指した軽スポーツの普及、スポーツを始める、そして生涯にわたって続けていくためのきっかけ・

環境づくりなどを中心に事業を展開する。ラジオ体操推進、スポーツ大会や軽スポーツ・ニュー

スポーツ教室開催、スポーツ団体による初心者教室開催支援、市立小中学校施設開放

などを効果的に実施していく。また、関係部署が取り組む健康増進や高齢化に対応した各

種教室の実施を後押しする。

　指標①について、第3次生涯学習推進計画やスポーツ推進計画に基づき、生涯学習・ス

ポーツの推進を図っていくが、行政主体の事業は次世代育成や就業支援等に繋がるものに

厳選して実施し、趣味や生きがいづくり的な事業は、地域や自主学習・スポーツ団体等が

主体となって行っていってもらえるよう推進方法の転換を目指す。また、平成31年度全面開

業となる北部交流センターが、生涯学習・スポーツ推進のための総合施設としてきちんと機能

するよう検討を進める。

　指標②について、筑後市教育大綱やスポーツ推進計画に基づき、健康・体力づくりを目

指した軽スポーツの普及、スポーツを始める、そして生涯にわたって続けていくためのきっかけ・

環境づくりなどを中心に事業を展開する。ラジオ体操推進、スポーツ大会や軽スポーツ・ニュー

スポーツ教室開催、スポーツ団体による初心者教室開催支援、市立小中学校施設開放

などの事業に加え、総合型スポーツクラブの活動支援、スポーツ教室への障碍者の参加促

進等にも取り組む。北部交流センターでのスポーツ活動推進に向けての検討協議お行う。

　指標①について、第3次生涯学習推進計画やスポーツ推進計画に基づき、生涯学習・ス

ポーツの推進を図っていくが、行政主体の事業は次世代育成や就業支援等に繋がるものを

実施し、趣味や生きがいづくり的な事業は、地域や自主学習・スポーツ団体等が主体となっ

て行っていってもらえるよう推進方法の転換を目指す。また、平成31年度全面開業となる北

部交流センターが、生涯学習・スポーツ推進のための総合施設としてきちんと機能するよう準

備を進める。

　指標②について、筑後市教育大綱やスポーツ推進計画に基づき、健康・体力づくりを目

指した軽スポーツの普及、スポーツを始める、そして生涯にわたって続けていくためのきっかけ・

環境づくりなどを中心に事業を展開する。ラジオ体操推進、スポーツ大会や軽スポーツ・ニュー

スポーツ教室開催、スポーツ団体による初心者教室開催支援、市立小中学校施設開放

などの事業に加え、総合型スポーツクラブの活動支援、スポーツ教室への障がい者の参加促

進等にも取り組む。また、北部交流センターを活用スポーツ教室や施設の利用促進にも取り

組む。

ねらい（めざす姿）

303,331
組 織 課 題

う ち 一 財 額

事 業 費 総 額

組 織 課 題

計

画

実

績

事 業 費 総 額事 業 費 総 額

う ち 一 財 額

444,074
組 織 課 題

事 業 費 総 額☀

425,836○
437,421

う ち 一 財 額

事 業 費 総 額

判 定

　指標①について、第3次生涯学習推進計画やスポーツ推進計画に基づき、生涯学習・ス

ポーツの推進を図った。ジュニア絵画教室を子どもチャレンジ事業に統合したほか、類似の社

会教育事業や公民館事業の整理統合を行い、効率的で効果的な事業運営ができるよう

体制を整えた。11月に開館した北部交流センター（チクロス）は、当面管理委託方式で

運営し、生涯学習の場として浸透し始めている。

　指標②について、筑後市教育大綱やスポーツ推進計画に基づき、健康・体力づくりを目

指した軽スポーツの普及や、スポーツを始める、そして生涯にわたって続けていくためのきっか

け・環境づくりなどを中心に事業を展開した。ラジオ体操推進、スポーツ大会や軽スポーツ・

ニュースポーツ教室開催、スポーツ団体による初心者教室開催支援、市立小中学校施設

開放などの事業を行った。また、北部交流センターを活用したスポーツ教室や施設の利用促

進に取り組んだ。
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↘ ↘

↘ ↘

① ②

↘ →

↘ →

→ →

→ →

→ →

→ →

↘ →

↘ →

→ →

→ →

↘ →

↘ →

↘ →

↘ →

→ →

→ →

→ ↘

→ ↘

↘ ↘

↘ ↘

事業費（計画額） 事業費（実績額）

一 財 5,810 4,769 4,760

総 額 5,860 4,872 4,769 4,760
計

119総 額

119一 財

687 筑後市体育協会補助金 社会教育課

1193 図書館協議会事務 図書館

0

803

119

803

774 803

92

一 財

119

110

110

総 額

一 財 803

803

803

0
花つくり事業 社会教育課

0

500一 財

総 額

総 額

一 財

総 額

533

583 417

0

500

2,619

500 500

2,678

2,678 2,421

500 500 500

2,619

2,619

2,619

0

総 額

一 財 351

351 119 0

214

0

214

0

一 財

総 額

214 214

214 212 214

一 財 378 280 280

234

総 額

一 財 234

234 234 234

103 280

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価

ＣＤ
名 称 主 管 課

234

事 業 費
平成29年度 平成30年度

総 額 378

234

280

公民館連絡協議会事務 社会教育課

666 自治公民館指導育成補助金 社会教育課

642 生涯学習リーダー養成講座事業 社会教育課

667

668

626 連合婦人会育成補助金事務 社会教育課

627 文化連盟育成事業 社会教育課

618 生涯学習推進協議会等事務 社会教育課

生涯学習団体の自主的な運営への働きかけ等に取り組むこと

で、水準維持に努める。

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

自主学習団体登録数 団体指

標

等

人材バンク登録者数 人

(値の)方向性
前基本計画期間の伸び率から目標値を設定。人材バンクの周知及

び利用のきっかけづくり等に取り組むことで、達成を目指す。
(値の)方向性

判 定 事 業 費 総 額 判 定

実

績

　指標①について、人材バンク登録者を生涯学習ちくごや市ホームページでの紹介したほ

か、「学びあい体験講座」を実施した。「学びあい体験講座」は5講座を開講し、26人の参

加があった。また、登録者会議を開催し、交流や情報交換を行った。

　指標②について、中央公民館が主催する講座や人材バンクの学びあい体験講座等の受

講生が、多数の自主グループを作りサンコアをはじめ各所で学習活動を継続している。

事 業 費 総 額 4,872 判 定 ☀ 事 業 費 総 額

指 標 ② 846

5,860
組 織 課 題 組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 5,810

指 標 ①

4,760

指 標 ① 95 指 標 ①

平成30年度 平成31年度

ねらい（めざす姿） 市民が、生涯学習・スポーツを始めるきっかけや、自立して継続的に学習できる環境が整っている。 ▼基本事業　5-3-1 市民が主体の生涯学習推進体制の強化

事 業 費 総 額事 業 費 総 額 4,769
組 織 課 題

う ち 一 財 額 4,769 う ち 一 財 額

平成29年度

○
4,760

計

画

　指標①について、人材バンク登録者の生涯学習ちくごのどの情報誌やホームページでの紹

介、無料の「学びあい体験講座」の開催などで利用者の拡大を目指すとともに、登録者の

情報共有や連携支援などにも取り組み、登録者の増加を図る。

　指標②について、中央公民館が主催する講座や人材バンクの学びあい体験講座等の受

講生が、その後自主運営による学習活動を継続していくことができるような仕掛けや働きかけ

を行う。また、中央公民館出張所で開催する講座の拡充を図る。

　指標①について、人材バンク登録者の生涯学習ちくごのどの情報誌やホームページでの紹

介、無料の「学びあい体験講座」の開催などで利用者の拡大を目指すとともに、登録者の

情報共有や連携支援などにも取り組み、登録者の増加を図る。

　指標②について、中央公民館が主催する講座や人材バンクの学びあい体験講座等の受

講生が、その後自主運営による学習活動を継続していくことができるような仕掛けや働きかけ

を行う。また、中央公民館出張所で開催する講座の拡充を図るとともに、その活動が自治

公民館主催での自主的な学習活動へと繋がっていくよう意識的に取り組む。

　指標①について、人材バンク登録者の生涯学習ちくごのどの情報誌やホームページでの紹

介、無料の「学びあい体験講座」の開催などで利用者の拡大を目指すとともに、登録者の

情報共有や連携支援などにも取り組み、登録者の増加を図る。

　指標②について、中央公民館が主催する講座や人材バンクの学びあい体験講座等の受

講生が、その後自主運営による学習活動を継続していくことができるような仕掛けや働きかけ

を行う。また、中央公民館出張所で開催する講座の拡充を図るとともに、その活動が自治

公民館主催での自主的な学習活動へと繋がっていくよう取り組む。

事 業 費 総 額
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↘ →

↘ →

①

↘ →

↘ →

↘ →

↘ →一 財 544 485 485

総 額 544 345 485 485
計

一 財 544 485 485

345 485

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価Ｃ

Ｄ
名 称 主 管 課 事 業 費

平成29年度 平成30年度

総 額 544 485
657 生涯学習ちくご発行事務 社会教育課

(値の)方向性
過去の傾向等から現状値の年1ポイント増を目標値とし、様々な媒

体を活用した情報発信の強化等により、達成を目指す。

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

指

標

等

事業費（計画額） 「生涯学習ちくご」の内容に満足している市民の割合 ％事業費（実績額）

指 標 ①

事 業 費 総 額 345 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ① 88.5 指 標 ①

判 定 事 業 費 総 額 判 定

実

績

　「生涯学習ちくご」は、平成29年度から4月と10月の年2回発行とし、講座情報や生涯

学習活動報告等、記事を選りすぐって掲載した。随時のお知らせは、「広報ちくご」や市ホー

ムページに掲載した。

　関係団体を通じた情報発信を随時行った。

組 織 課 題
事 業 費 総 額

計

画

　生涯学習ちくごへの関心は低く、これを高めることは非常に難しい。それよりも広報ちくご、

市のホームページ、生涯学習ガイドブック、中央公民館出張所機関紙などを利用する方が

市民に情報をキャッチしてもらうには効果的である判断、生涯学習ちくごは4月と10月の年

２回発行とし、年間の生涯学習講座や生涯学習活動事例等の情報を厳選して紹介す

る。関係団体等を通じた情報発信にも取り組む。

　生涯学習ちくごは4月と10月の年２回発行とし、広報ちくご、市のホームページ、生涯学

習ガイドブック、中央公民館出張所機関紙などを利用して生涯学習情報を発信する。関

係団体等を通じた情報発信も引き続き行う。

　生涯学習ちくごは4月と10月の年２回発行とし、広報ちくご、市のホームページ、生涯学

習ガイドブック、中央公民館出張所機関紙などを利用して生涯学習情報を発信する。関

係団体等を通じた情報発信も引き続き行う。

事 業 費 総 額 544
組 織 課 題 ×う ち 一 財 額 544

事 業 費 総 額 485
組 織 課 題

う ち 一 財 額 485 う ち 一 財 額 485×
485

▼ねらい（めざす姿） 市民が、生涯学習・スポーツの情報を十分に収集することができる。
平成29年度 平成30年度 平成31年度

基本事業　5-3-2 生涯学習・スポーツの情報の提供
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↘ →

↘ →

↗ →

↗ →

↘ ↘

↘ ↘一 財 12,203 10,163 9,957

総 額 15,212 12,479 14,782 14,466
計

2,393

3,5283,528

0

総 額

2,146 2,393一 財

1196 ブックスタート事業 図書館

2,767 1,536

3,001 2,753

総 額

一 財

2,477

261

561 446

1316 中央公民館講座事業 社会教育課

一 財

総 額

1230 高齢者大学（ちっご恋来塾） 社会教育課

2,024

0 0

1207 みんなのスポーツ推進事業 社会教育課
2,134総 額

0

473

2,134

2,134

一 財 597

597 567 473

473

421一 財 421

421

473

1194 読書推進事務 図書館

297

421

297

総 額

817

817 772

535

535 515

1,724総 額

297総 額

一 財
1098 市民ラジオ体操推進事業 社会教育課

915一 財

1,915

297

684 学校開放貸出事業 社会教育課

688 ちっごマラソン大会事業 社会教育課

1,643

554

124

0

152 554

1,904

124

1,724

1,643

総 額

一 財 0

554

0

1,643総 額

1,443

1,443 1,443

1,643一 財

1,320一 財

総 額

総 額

一 財

1,320

1,330

1,320 1,320

294

294 244

1,320 1,122 1,320

110

1,330

110

225

総 額

一 財 497

497 137 225

52

200

52

200

一 財

総 額

53 52

53 51 52

一 財 789 1,081 790

0

総 額

一 財 59

69 65 0

772 1,081

計 画 額 実 績 額

平成31年度事

務

事

業

評価

ＣＤ
名 称 主 管 課

0

事 業 費
平成29年度 平成30年度

総 額 789

0

790
611 筑後市美術展事業 社会教育課

スポーツフェスティバル事業 社会教育課

678 スポーツ推進委員会事業 社会教育課

663 生涯学習フェスタ事業 社会教育課

679

682

640 絵画教室事業 社会教育課

644 視聴覚教育事業 社会教育課

県民体育大会派遣事業 社会教育課

(値の)方向性
過去の傾向等から現状値の年1％増を目標値とし、スポーツ

推進計画の推進等により、達成を目指す。
(値の)方向性

過去の傾向等から現状値の年1％増を目標値とし、魅力的な

講座の企画等により、達成を目指す。
(値の)方向性

過去の傾向等から現状値の年1％増を目標値とし、スポーツ

推進計画の推進等により、達成を目指す。

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

福岡ソフトバンクホークス連携による野球教室を実施した小学校の数 校

(値の)方向性
創造戦略と同じ目標値とし、第３次生涯学習推進計画及び

スポーツ推進計画の推進等により、達成を目指す。
(値の)方向性

毎年、市内の全幼稚園、保育園16園のうち半分の園で実施

することを目標とする。
(値の)方向性 毎年、市内の全小学校で実施することを目標とする。

福岡ソフトバンクホークス連携による野球教室を実施した幼稚園・保育園の数 園

指

標

等

事業費（計画額） 生涯学習講座等参加者数 人

事業費（実績額） ラジオ体操を継続的に実施している団体数 団体

指 標 ⑤

指 標 ①

指 標 ③

市内の施設を利用してスポーツを行っている人数 人 生涯学習やスポーツの機会が十分にあると思う市民の割合

指 標 ⑥

指 標 ②

％

事 業 費 総 額 12,479 判 定 ☁ 事 業 費 総 額

指 標 ① 8,084 指 標 ④ 64 指 標 ① 指 標 ④

判 定 事 業 費 総 額 判 定

実

績

　指標①について、同種の社会教育事業と公民館事業を統合し、効率的で効果的な運営を行った。公

民館出張所講座は、自治公民館活動の活性化を視野に、趣味や教養等を中心に開催した。（生涯学

習フェスタの日程を1日に短縮したため、講座等参加者数は大きく減少した）。

　指標②について、ニュースポーツ教室や初心者教室を市内小中学校体育館等で開催することで施設

利用の促進とスポーツ団体への加入を働きかけた。また、新しくオープンした北部交流センターでもヨガ教

室等開催し施設の紹介等に取り組んだ。

　指標③について、社会教育施設・体育施設、学校体育施設、自治公民館、北部交流センターなどを

活用し、講座・イベントを開催した。また、HAWKSベースボールパーク筑後を活用したスポーツ事業に取り

組んだ。

　指標④について、ラジオ体操推進会議を開催し、各団体の実施状況や情報交換、優良者表彰を行っ

た。また、CDラジカセやのぼり旗等の給付を行い各団体の取り組みが継続化するよう支援した。市民一

斉ラジオ体操やラジオ体操講習会（一般向け・指導者向け）も開催しラジオ体操実施団体が昨年を比

べ１団体増加した。

　指標⑤について、イエローホークでは、キャラクター（はね丸・ひな丸）が訪問し、園庭で、野球をテーマ

にした体操やゲームを行った

　指標⑥について、キャッチボールキャラバンでは、ホークスＯＢが小学校を訪問し、校庭で生徒と一緒に

野球をテーマにしたキャッチボールやバッティングの講習・実技を行った。

指 標 ② 239,946 指 標 ⑤ 8 指 標 ② 指 標 ⑤

指 標 ④

指 標 ③ 84.5 指 標 ⑥ 11 指 標 ③ 指 標 ⑥

組 織 課 題
事 業 費 総 額

計

画

　指標①について、社会教育事業と中央公民館事業の整理を行いながら、また、図書館事業とのすみ分

けを図りながら、また市民ニーズを的確に把握しながら、それぞれの特色を活かした効率的で効果的な、

魅力ある講座を企画開催していく。

　指標②について、利用者が減少している市内小中学校施設開放事業のテコ入れ（施設の紹介やス

ポーツ団体への斡旋など）を図るほか、県営筑後広域公園施設（プールを含む）の活用促進、軽ス

ポーツ・ニュースポーツ教室や初心者教室参加者への、市内スポーツ団体加入の働きかけなどに取り組

む。

　指標③について、第3次生涯学習推進計画・スポーツ推進計画に基づき、社会教育施設・体育施

設、自治公民館、北部交流センターなどを有効活用しながら、生涯学習やスポーツ機会を充実させるた

めの講座・イベント開催、自主運営団体活動支援などの効果的な施策を検討していく。また、福岡ソフト

バンクホークス球団やHAWKSベースボールパーク筑後を活用したスポーツ事業にも取り組んでいく。

　指標④について、ラジオ体操推進会議を開催し、各団体の実施状況や情報交換、優良者表彰・祈念

品贈呈などを行うことによって、また、CDラジカセやのぼり旗等の給付を行うことによって各団体の取り組み

が継続化するよう支援する。また未加入団体・活動グループの存在等の情報をつかみ、実施団体数拡大

に繋げる。市民一斉ラジオ体操やラジオ体操講習会（一般向け・指導者向け）を開催し、ラジオ体操

実施人口の拡大を図る。

　指標⑤について、・市内幼稚園・保育園のうち半数の園（８園）で、野球をテーマにしたスポーツ教室

（イエローホーク事業）を開催する。（Ｈ29.4）実施時期希望調査、球団との調整（Ｈ29.5-Ｈ

30.2）イエローホーク事業実施

　指標⑥について、・市内の全小学校（11校）で、野球をテーマにしたスポーツ教室（キャッチボール

キャラバン）を開催する。（Ｈ29.4）実施時期希望調査、球団との調整（Ｈ29.5-Ｈ30.2）キャッチ

ボールキャラバン事業実施

　指標①について、社会教育事業と中央公民館事業の役割分担を行いながら、また、図書館事業との

連携を図りながら、魅力ある講座を企画開催していく。中央公民館出張所で開催する講座の拡充や、

自治公民館の自主学習活動のを推進を図る。

　指標②について、市内小中学校施設、窓ヶ原体育館、市民の森テニスコート、水田コミュニティセンター

などの施設紹介・利用案内、県営筑後広域公園施設の活用や軽スポーツ・ニュースポーツ教室や初心

者教室参加者への、市内スポーツ団体加入の働きかけ、などに取り組むほか、北部交流センターの利用

促進に向けたスポーツ団体との意見交換、市内高等学校施設の活用推進などにも取り組む。

　指標③について、第3次生涯学習推進計画・スポーツ推進計画に基づき、社会教育施設・体育施

設、自治公民館、北部交流センターなどを有効活用しながら、生涯学習やスポーツ機会を充実させるた

めの講座・イベント開催、自主運営団体活動支援などの効果的な施策を検討していく。また、福岡ソフト

バンクホークス球団やHAWKSベースボールパーク筑後を活用したスポーツ事業にも取り組んでいく。

　指標④について、ラジオ体操推進会議を開催し、各団体の実施状況や情報交換、優良者表彰・祈念

品贈呈などを行うことによって、また、CDラジカセやのぼり旗等の給付を行うことによって各団体の取り組み

が継続化するよう支援する。また未加入団体・活動グループの存在等の情報をつかみ、実施団体数拡大

に繋げる。市民一斉ラジオ体操やラジオ体操講習会（一般向け・指導者向け）を開催し、ラジオ体操

実施人口の拡大を図る。

　指標⑤について、・市内幼稚園・保育園のうち半数の園（８園）で、野球をテーマにしたスポーツ教室

を開催する。（Ｈ29.4）実施時期希望調査、球団との調整（Ｈ29.5-Ｈ30.2）イエローホーク事業

実施　・実施園に対するアンケートを実施し、効果や課題について検討する。

　指標⑥について、・市内の全小学校（11校）で、野球をテーマにしたスポーツ教室（キャッチボール

キャラバン）を開催する。（Ｈ29.4）実施時期希望調査、球団との調整

（Ｈ29.5-Ｈ30.2）キャッチボールキャラバン事業実施　・実施校に対するアンケートを実施し、効果や

課題について検討する。

　指標①について、社会教育事業と中央公民館事業の役割分担を行いながら、また、図書館事業との

連携を図りながら、魅力ある講座を企画開催していく。中央公民館出張所で開催する講座の拡充や、

自治公民館の自主学習活動のを推進を図る。

　指標②について、市内小中学校施設、窓ヶ原体育館、市民の森テニスコート、水田コミュニティセンター

などの施設紹介・利用案内、県営筑後広域公園施設の活用や軽スポーツ・ニュースポーツ教室や初心

者教室参加者への、市内スポーツ団体加入の働きかけ、などに取り組むほか、北部交流センターや市内

高等学校施設の活用推進などにも取り組む。

　指標③について、第3次生涯学習推進計画・スポーツ推進計画に基づき、社会教育施設・体育施

設、学校体育施設、自治公民館、北部交流センターなどを有効活用しながら、生涯学習やスポーツの機

会を充実させるための講座・イベント開催、自主運営団体活動支援などの効果的な施策を検討してい

く。また、福岡ソフトバンクホークス球団やHAWKSベースボールパーク筑後を活用したスポーツ事業にも取

り組んでいく。

　指標④について、ラジオ体操推進会議を開催し、各団体の実施状況や情報交換、優良者表彰を行う

ことによって、また、CDラジカセやのぼり旗等の給付を行うことによって各団体の取り組みが継続化するよう

支援する。また未加入団体・活動グループの存在等の情報をつかみ、実施団体数拡大に繋げる。市民

一斉ラジオ体操やラジオ体操講習会（一般向け・指導者向け）を開催し、ラジオ体操実施人口の拡大

を図る。

　指標⑤について、・市内幼稚園・保育園のうち半数の園（８園）で、野球をテーマにしたスポーツ教室

（イエローホーク）を開催する。（Ｈ31.4）実施時期希望調査、球団との調整（Ｈ31.5-Ｈ32.2）

イエローホーク事業実施　・実施園に対するアンケートを実施し、効果や課題について検討する。

　指標⑥について、、・市内の全小学校（11校）で、野球をテーマにしたスポーツ教室（キャッチボール

キャラバン）を開催する。（Ｈ31.4）実施時期希望調査、球団との調整

（Ｈ31.5-Ｈ32.2）キャッチボールキャラバン事業実施　・実施校に対するアンケートを実施し、効果や

課題について検討する。

事 業 費 総 額 15,212
組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 12,203

事 業 費 総 額 14,782
組 織 課 題

う ち 一 財 額 10,163 う ち 一 財 額 9,957○
14,466

－ねらい（めざす姿） 市民が、様々な生涯学習・スポーツの機会を利用し、活発に活動している。
平成29年度 平成30年度 平成31年度

基本事業　5-3-3 生涯学習・スポーツの機会の提供

14,943 14,576 15,212 14,782 14,466

13,100 11,830 12,203
10,163 9,957
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基本方針４「生きがいを感じる生涯学習の推進」・基本方針５「スポーツを通した健康なまちづくりの推進」関連 

基本方針４「生きがいを感じる生涯学習の推進」・基本方針５「スポーツを通した健康なまちづくりの推進」関連  18 
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生涯学習・スポーツの活動拠点の充実

平成29年度 平成30年度 平成31年度

416,785
組 織 課 題 ○う ち 一 財 額 282,554

　指標①について、第3次生涯学習推進計画・スポーツ推進計画に基づき、社会教育施

設・体育施設、市内小中学校施設、自治公民館、北部交流センターなどを有効活用しな

がら、生涯学習やスポーツ機会を充実させるための講座・イベント開催、自主運営団体活

動支援などの効果的な施策を検討していく。また、九州芸文館と連携しての生涯学習事

業、福岡ソフトバンクホークス球団やHAWKSベースボールパーク筑後を活用したスポーツ事

業にも取り組んでいく。県営筑後広域公園の利用促進も図る。

　指標②③について、市民のニーズに応えられる蔵書を構成することに加え、テーマ展示の定

期的な入れ替えや各種イベント・講座の開催、雑誌スポンサーの拡充などを行い、市民が利

用しやすい図書館運営に取り組む。また、来館が困難な利用者に対応するための宅配サー

ビスの利用を促進する。北部交流センターへのアウトリーチサービスを新たに始める。

　指標④について、市民の鑑賞離れを食い止めるため、指定管理者には市民ニーズの的確

な把握と、それを踏まえた適切でより魅力的な鑑賞事業の実施・誘致を働きかける。参加・

育成事業における公演等についても、市民にとっての鑑賞のあり方を意識して進めるよう要

請する。自主事業以外の貸館事業においても、魅力的なコンサートなどの誘致を要望して

いくが、これからは、次世代の芸術文化の支え手育成のための事業展開へと軸足を移してい

く。

　指標⑤について、サザンクス筑後の存在を知らしめるため、鑑賞事業を柱に据えた事業展

開から、今後は次世代の芸術文化の支え手育成のための事業展開へと軸足を移していく。

指定管理者には、自主企画・制作公演、文化講座などの参加型事業、アウトリーチや文

化団体支援、人づくりにつながるイベント開催支援などの育成型事業に力を入れて取り組む

よう要請する。

▼ねらい（めざす姿） 生涯学習・スポーツを推進するための施設を充実することで、市民の活動の場が確保されている。

420,238
組 織 課 題

事 業 費 総 額 224,498
組 織 課 題

基本事業　5-3-4

　指標①について、第3次生涯学習推進計画・スポーツ推進計画に基づき、社会教育施

設・体育施設、市内小中学校施設、自治公民館、北部交流センターなどを有効活用しな

がら、生涯学習やスポーツ機会を充実させるための講座・イベント開催、自主運営団体活

動支援などの効果的な施策を検討していく。また、九州芸文館と連携しての生涯学習事

業、福岡ソフトバンクホークス球団やHAWKSベースボールパーク筑後を活用したスポーツ事

業にも取り組んでいく。県営筑後広域公園や市内高等学校施設の利用促進も図る。

　指標②について、市民のニーズに応えられる蔵書を構成することに加え、テーマ展示の定期

的な入れ替えや各種イベント・講座の開催、雑誌スポンサーの拡充などを行い、市民が利用

しやすい図書館運営に取り組む。また、来館が困難な利用者に対応するための宅配サービ

スの利用を促進する。アウトリーチサービス対象施設数の拡大を目指す。

　指標③について、市民の鑑賞離れを食い止めるため、指定管理者には市民ニーズの的確

な把握と、それを踏まえた適切でより魅力的な鑑賞事業の実施・誘致を働きかける。参加・

育成事業における公演等ついても、市民にとっての鑑賞のあり方を意識して進めるよう要請

する。自主事業以外の貸館事業においても、魅力的なコンサートなどの誘致を要望していく

が、これからは、次世代の芸術文化の支え手育成のための事業展開へと軸足を移していく。

　指標④⑤について、サザンクス筑後の存在を知らしめるため、鑑賞事業を柱に据えた事業

展開から、今後は次世代の芸術文化の支え手育成のための事業展開へと軸足を移してい

く。指定管理者には、自主企画・制作公演、文化講座などの参加型事業、アウトリーチや

文化団体支援、人づくりにつながるイベント開催支援などの育成型事業に力を入れて取り

組むよう要請する。

実

績

指標②③について,前年度から入館者は3.9％、貸し出し冊数は6.2％と伸びている。その

要因として、新刊本のリクエストや多くのレファレンス（調べ物）に対応するための本を購入し

たことがあげられる。その他に、時事問題や季節に対応した数多くのテーマ展示を行い、市民

のニーズにあった情報提供ができたことが大きな要因である。宅配サービスの利用促進も行っ

た。北部交流センターへの図書館貸出サービスも開始した

指標④について、市民アンケート結果では前年度11.3％からH29年度は74.9％と急激に

増加した。その要因として、人気メニュー鑑賞事業（米村でんじろうサイエンスショー、クロマ

ニョンズコンサート等）が開催されたためと思われる。

　指標⑤について、市民アンケート結果では前年度2,326人から205人減り、H29年度は

2,121人となった。その要因として、事業のメニューによって参加者数が異なったのではないか

と思われる。

事 業 費 総 額

○
事 業 費 総 額

計

画

 指標①について、第3次生涯学習推進計画・スポーツ推進計画に基づき、社会教育施

設・体育施設の適切な維持補修管理に努め、、市内小中学校施設、自治公民館、北部

交流センターなどを有効活用しながら、生涯学習やスポーツ機会を充実させるための講座・イ

ベント開催、自主運営団体活動支援などの効果的な施策を検討していく。また、九州芸文

館と連携しての生涯学習事業、福岡ソフトバンクホークス球団やHAWKSベースボールパー

ク筑後を活用したスポーツ事業にも取り組んでいく。県営筑後広域公園や市内高等学校

施設の利用促進も図る。

 指標②③について、市民のニーズに応えられる蔵書を構成することに加え、テーマ展示の定

期的な入れ替えや各種イベント・講座の開催、雑誌スポンサーの拡充などを行い、市民が利

用しやすい図書館運営に取り組む。また、来館が困難な利用者に対応するための宅配サー

ビスの利用を促進する。アウトリーチサービスの内容を充実する。

 指標④⑤について、サザンクス筑後の存在を知らしめるため、引き続き鑑賞事業を柱に次

世代の芸術文化の支え手育成のための事業を推進していく。指定管理者には、自主企

画・制作公演、文化講座などの参加型事業、アウトリーチや文化団体支援、人づくりにつな

がるイベント開催支援などの育成型事業に力を入れて取り組むよう要請する。

事 業 費 総 額

判 定

う ち 一 財 額 207,604 う ち 一 財 額 409,709

事 業 費 総 額

指 標 ④ 指 標 ① 指 標 ④

判 定391,278 判 定 ☀ 事 業 費 総 額

指 標 ① 83.0 指 標 ④ 25.4 指 標 ①

指 標 ⑤ 指 標 ② 指 標 ⑤指 標 ② 328,243 指 標 ⑤ 2,121 指 標 ②

指 標 ③指 標 ③ 115,554 指 標 ③

指

標

等

事業費（計画額） 生涯学習・スポーツ活動をする施設が充足していると思う市民の割合 ％ 図書館の貸し出し冊数 冊

事業費（実績額） サザンクス筑後で芸術鑑賞をした市民の割合 ％ サザンクス筑後が実施する市民参加型事業の参加者数 人

図書館の入館者数 人

(値の)方向性
前基本計画期間の伸び率から目標値を設定。スポーツ推進の拠点

となる施設の運用形態の検討・改善等により、達成を目指す。
(値の)方向性

過去の傾向等から現状値の年1％増を目標値とし、貸し出しの効率

化やアウトリーチサービスの実施等により、達成を目指す。

(値の)方向性
前基本計画期間の平均以上を目標とし、指定管理者による

事業の企画及び実施等により、達成を目指す。
(値の)方向性

創造戦略と同じ目標値とし、指定管理者による事業の企画及

び実施等により、達成を目指す。

(値の)方向性
現状値の年1%増以上を目標値とし、テーマ展示の実施等に

より、達成を目指す。

事

務

事

業

評価

ＣＤ
名 称 主 管 課

658 中央公民館出張所事業 社会教育課

675 サザンクス筑後管理運営事務 社会教育課

1195 図書館管理運営事務 図書館

1269 水田コミュニティセンター整備事業 社会教育課

平成29年度 平成30年度

717

一 財 632 654 654

平成31年度

計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額 計 画 額 実 績 額

総 額 695 592 717

事 業 費

8,402 8,612

10,953 9,968 9,670 9,912

総 額

一 財

10,293
672 水田コミュニティセンター管理運営事務 社会教育課

総 額

一 財

99,431 96,939 99,362

99,432 95,843 96,940 99,363

3,719 3,812

4,136 3,861 4,024 4,124

総 額

一 財

3,896
689 窓ケ原体育館管理運営事務 社会教育課

総 額

一 財

44,960 41,522 42,637

45,078 44,109 41,537 42,663

3,061 100,000

190,628 184,485 13,061 100,000

総 額

一 財

76,628
1232 サザンクス筑後改修事業 社会教育課

総 額

一 財

1,329 251 251

1,329 97 251 251

27,636 28,326

32,406 31,640 31,608 32,398

1368 北部拠点施設管理運営事業 社会教育課
総 額

一 財

30,406
1317 中央公民館施設管理運営業務 社会教育課

総 額

一 財

14,979 25,420 26,055

35,581 20,682 26,690 27,357

0 100,000

0 0 0 100,000

0
1333 中央公民館施設総合管理計画事業 社会教育課

総 額

一 財

計
総 額 420,238 391,278 224,498 416,785

一 財 282,554 207,604 409,709

299,333

582,738

420,238

224,498

416,785

209,116 253,486 282,554
207,604

409,709

0

200,000

400,000

600,000

800,000

H27 H28 H29 H30 H31

71.871.9

73.9
75.6

76.5
78.2

80.7
79.1

80.180.5
79.0

81.783.0

70.0

75.0

80.0

85.0

H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

279,515

359,439
391,278

#N/A #N/A

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

H27 H28 H29 H30 H31

104,548

123,363

142,335
176,028

217,100
244,759

248,496

279,007
259,097

293,761306,362

308,939

328,243

0

100,000

200,000

300,000

400,000

H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

113,848

115,554

112,000

113,000

114,000

115,000

116,000

H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31

31.6 31.7 30.3
27.4 26.8

29.5

25.0 25.7
23.2

25.0
23.3

11.3

25.4

0.0

10.0
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2,121

2,000

2,500

3,000
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施策名：4-1 子育て支援の充実 課等名：子育て支援課／市民課／企画調整課 
環境変化 

１．法改正 
●Ｈ２６：筑後市子ども・子育て支援事業計画（Ｈ２７～Ｈ３１）策定（Ｈ３１：第２期事業計画（Ｈ３２～３６）策定予定）●Ｈ２７：子ども・子育て支援

新制度開始 

●Ｈ３１：幼児教育無償化実施予定（Ｈ２８から段階的に実施）●H28.10月～県子ども医療費支給制度助成拡大（小学生通院費・入院費） 

●民法改正（2022年 4月 1日施行）→女性の婚姻年齢が 16歳から 18歳に引き上げ。 

２．住民意識（特記事項） 
●施策に対する不満割合が増加している（待機児童、子育てに関する経済的な負担等が主な起因） 

●満足度 3.11（前回より低下）、重要度 3.95ともに高い ●若者未婚者の 80.9％に結婚の意向がある。 

●独身の理由は、「まだ必要性を感じない」「適当な相手にめぐり会わない」が上位。男性は「経済基盤の目途が立たないから」も多い。 

３．統計データ（特記事項） 
●保育ニーズ（保育施設への申込件数）が増大している ●家庭児童相談及び子育て相談件数が増加している 

●子育てしやすい環境が整っていると思う保護者の割合・・・H25 以降年々低下している ●子ども医療費（扶助費）H28 141,003,061 円 H29 168,581,911

円 

●生涯未婚率が上昇している。（H2年から男性 4.5倍、女性 3倍） 

平成２年 平成22年 平成27年

男性 4.5 16.1 20.3

女性 3.9 8.9 11.7

男性 4.6 18.4 22.0

女性 5.6 12.4 16.1

男性 5.6 20.1 23.4

女性 4.3 10.6 14.1

筑後市

福岡県

全国
 

●初婚年齢が上昇している。（夫 31.1歳、妻 29.4歳） ●第 1子出産年齢が上昇している。（第 1子 30.7歳、第 2子 32.6歳、第 3子 33.6歳） 

●若年者の完全失業率は男女とも低下している。（男 4.7%、女 4.5%） ●若年者の非正規雇用割合は横ばいで推移 

●若い世代の所得分布が、低所得層にシフトしている。（20代は、年収 250万円未満の割合が増加、30代は、年収 400万円未満の割合が増加） 

４．成果指標目標達成に向けた特記事項 
●待機児童の解消 ●子育て世代包括支援センターの活用 （子育て支援拠点事業、子どもに関する相談事業等の充実） ●カップル成立数は達成見込（80組） 

●結婚した市民数（目標 45人）は難境 

５．その他 
●子育て世代包括支援センターをＨ３２に設置（開所）予定 ●LGBTの理解促進（パートナーシップ制度） ●人生の選択肢が多様化 
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施策名：4-1 子育て支援の充実 課等名：子育て支援課／市民課／企画調整課 
第六次計画での課題 

１．法改正対応として取り組むべきこと 
◆教育・保育の受け皿の整備 

◆子育て世代包括支援の充実（センターの活用） 

◆人材の確保（保育士・放課後児童支援員・相談員等） 

◆H28.10月～市子ども医療費独自助成拡大（小学生通院費、中学生入院費） 

◆国・県制度の動向調査 

２．第六次で解決・完了すべきこと 
◆教育・保育の受け皿の整備 

◆子育て世代包括支援センターの活用（子育て拠点、相談業務（児童虐待防止、ひとり親自立支援）等の充実） 

◆事業実施体制（地域おこし協力隊：2022年 2月任期満了） 

◆八女・筑後結婚サポートセンターの広域連携 

３．第六次で着手、道筋をつけること 
◆教育・保育施設の今後のあり方（公立保育所含む） 

◆県の制度改正があるときに併せて、市助成内容の見直しを行う。 

◆中学生の医療証交付についてシステム更新する 2021年度までに実施に向けた具体的検討を行う。 

◆官民連携のプラットフォーム構築（民間企業間の出会いの場創出をサポート） 

◆結婚サポートセンターの事務所移転 

◆地域少子化対策重点推進交付金を活用した事業展開 

４．その他課題（体制他） 
◆子育て世代包括支援センターの体制及び連携 

◆県外受診等（償還払い）の療養費支給事務に係る県・市制度改正に伴う複雑化によるシステム整備及び資格管理徹底のための職員体制確保 

◆結婚サポートセンターの会員拡大（特に女性） 

◆専用 HP「恋活筑後」のコンテンツ充実 

◆中高生へのライフデザイン教育 

◆担当部署の検討（結婚から出産、子育てまで切れ目なく支援） 

◆4-2-3母子保健の充実の統合整理を検討 

◆4-1-5の業務移管又は施策分離検討  
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施策名：5-1 学校教育の充実 課等名：学校教育課 
環境変化 

１．法改正 
・特になし 

２．住民意識（特記事項） 
・特になし 

３．統計データ（特記事項） 
（学事）教育支援委員会における調査表提出児童・生徒数の増加（ H26:107 H27:116 H28:142 H29:177 H30:180人） 

（学事）学校教育満足度（小 92％、中 83％）、学校開放（小中共に 88％が現状維持希望） 

４．成果指標目標達成に向けた特記事項 
・特になし 

５．その他 
（指導）学習指導要領の改訂（指導）Ｈ２８障害者差別基本法 （総務）学校施設の老朽化    酷暑など環境変化への学校施設の対応 

第六次計画での課題 

１．法改正対応として取り組むべきこと 
・特になし 

２．第六次で解決・完了すべきこと 
・特になし 

３．第六次で着手、道筋をつけること 
（総務）公共施設等総合管理計画個別計画に沿った計画的な施設改修の実施 

（総務）特別教室や給食調理室への空調設置 

４．その他課題（体制他） 
（学事）特別支援教育支援体制の充実（支援員の増員） 

（学事）学校規模の適正化（学校再編） 

（学事）日本語指導体制の確立 

（総務）学校 ICT環境の更新・充実 

（指導）プログラミング教育実施に向けた準備 

（指導）小学校外国語学習の実施に係る環境整備（人的環境） 

（指導）ＬＧＢＴ等に係る適切な対応の実施 

（全体）成果指標の見直し 
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施策名：5-2 生涯学習・スポーツの推進 課等名：社会教育課／図書館／ﾎｰｸｽﾌｧｰﾑ連携推進室 
環境変化 

１．法改正 
■文化芸術振興基本法・・・平成 29年改正（名称および基本理念の改正のほか、文化芸術推進基本計画の策定等） 

２．住民意識（特記事項） 
▼重要度も満足度も下降している。 

●重要度・満足度の割合は年々下降しているが、満足度の順位は高い（10位/34施策中） 

■満足度は高い。（10位/34） 

■図書館建設を希望する意見はあるが、厳しい財政状況のなか現状として困難である。 

市民が望むホークスとの連携については、野球観戦の招待（優待）券の配布が 48.3％、スタジアムでの市イベントの開催が 47.8％と高い。 

また、スポーツ推進計画において、福岡ソフトバンクホークスファーム本拠地開業を控えた気持では、「練習や試合を見に行ってみたい」が、小学生で 46.1％、

中学生で 48.8％と高い。 

しかし、小中学生のキッズ招待券、一般の優待券の利用率が悪い 

３．統計データ（特記事項） 
▼生涯学習講座等参加者数が減少している。 

●週に 1回以上、運動・スポーツをしている市民の割合については上昇している。 

■達成度が低い成果指標 ※Ｈ29指標値（Ｈ31目標値） 

・サザンクス筑後が実施する市民参加型事業の参加者数 2,121（2,500） 

■貸出冊数については、第 5次計画期間内の目標については既に達成しているが、資料費削減に伴い第 6次計画期間からは減ることが予想される。 

HAWKSベースボールパーク筑後での試合観戦に行ったことがある市民の割合 H28年度：19.5％、 H29年度：25.5％ 

キッズ招待券利用率 2017：3.2％、 2018：2.3％ 

４．成果指標目標達成に向けた特記事項 
■サザンクス筑後の利用率向上及び市民参加型事業の推進・充実に向けた取り組み 

■第 6次計画に向けて、更なる職員のスキル向上に努めるとともに、市民のニーズに合った蔵書構成を行っていくことで貸出冊数、入館者数を維持していく。 

小学校や幼稚園・保育園を訪問する連携事業（キャッチボールキャラバン・イエローホーク）については、すでに目標値を達成している。 

今後は、この目標値が短期間で変わることはなく、小学校の統廃合により、目標値が低くなる。 

５．その他 
●筑後市スポーツ推進計画策定（平成 29～33年度）の見直し 

スポーツ施設誘致条例に基づく奨励金の交付が、平成 31年度までの 3年間で終了するが、ホークスとの連携事業は、今後も継続するものである 
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施策名：5-2 生涯学習・スポーツの推進 課等名：社会教育課／図書館／ﾎｰｸｽﾌｧｰﾑ連携推進室 
第六次計画での課題 

１．法改正対応として取り組むべきこと 
■筑後市文化芸術推進基本計画策定に向けての検討 

２．第六次で解決・完了すべきこと 
●「するスポーツ」のみではなく「みるスポーツ」「交わる・支えるスポーツ」へ関わる人の拡充 

●ニュースポーツの普及 

キッズ招待券、優待券については、その配布方法の検討が必要 

特に、キッズ招待券については、小中学生に直接配布よりも、PTA、子供会や地域の団体への配布を検討 

３．第六次で着手、道筋をつけること 
▼自治公民館の活動を基盤とする協働のまちづくり。 

●スポーツを活用したコミュニティづくり 

■比較的、図書館の利用が少ない年代や、図書館から距離が遠い地域を対象に、「生活とともにある図書館」をコンセプトに多種多様な図書館サービスを用いて

利用を促進し地域密着型の図書館を目指す。 

４．その他課題（体制他） 
平成 31年度より、ホークスファーム連携推進室の業務は、商工観光課へ全部を移管することとなる 

青少年の育成、スポーツの振興などのホークスとの連携については、今後、どの部署で所管したがよいか、検討が必要  



第六次総合計画前期基本計画案 資料７ 
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施策 4-1 子育て支援の充実 
ねらい（めざす姿）  

安心して子どもを産み、子育てのよろこびを感じられるまちに

なっている。 
成果指標 現状値（H29） 担い手 

子育てしやすい環境が整ってい

ると思う保護者の割合（％） 73.2 

市 民 合計特殊出生率（人） 1.7 

出生数（人） 2,355 

   

   

   

   

基本事業 4-1-1 子どもの人権の尊重 

ねらい（めざす姿） 
児童虐待の早期発見に努め、また相談機能などを充実し、児童虐待が

防止されることで、子どもの人権が守られ健やかに生活できる。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

児童虐待件数［新規実人数］(件） 13 
子 ど も 家庭児童相談室相談件数のうちの虐待

相談件数［実人数］(件） 
102 

基本事業 4-1-2 子育て世帯への生活支援 

ねらい（めざす姿） 
子育て世帯への相談・支援を行うことで、子育てを安心して継続する

ことができる。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

ひとり親家庭への各種支援の受給者数

（人） 
524 

子どもをもつ 

保 護 者 児童扶養手当受給者のうち一部支給者

の割合（％） 
55 

基本事業 4-1-3 保育サービス・幼児教育の充実 

ねらい（めざす姿） 

保育園、認定こども園、学童保育所等の保育施設やファミリーサポー

トセンター、一時預かり事業等の保育サービスが充実することによ

り、安心して働きながら子育てができる環境になる。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

保育所等の待機児童数（人） 19 

小学生以下の児

童 の 保 護 者 

学童保育所の待機児童数（人） 45 
ちくごファミリーサポートセンター援

助活動の需要対応率（％） 
100.0 

一時預かり事業（一時保育・休日保育）

の実施施設数（園） 
4 

基本事業 4-1-4 子育て不安の軽減 

ねらい（めざす姿） 
地域の子育て支援サービスが充実することにより、子育ての悩みや不

安を取り除き、安心して子育てができる。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

子育てに悩みや不安のある保護者の割

合（％） 
36.5 

子どもをもつ 

保 護 者 
子育てについて相談できる相手がいる、

または相談できる機関を知っている保

護者の割合（％） 
93.4 

基本事業 4-1-5 母子保健の充実 
ねらい（めざす姿） 安心して出産・子育てができる環境がある。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

子育てに関しての悩みや不安がある時、

相談相手がいる保護者の割合（％） 
93.4 

子どもをもつ 

保 護 者 子育てしやすい環境が整っていると思

う保護者の割合（％） 
25.5 

基本事業 4-1-6 家族形成の支援 

ねらい（めざす姿） 
若い世代の出逢いや結婚、出産を応援することで、未婚・晩婚化、晩

産化に歯止めをかけることができている。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

世帯内有配偶者率（％）  市 民 

（18～49 歳） 第１子出生時の母親の平均年齢（歳）  



差し替え 
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施策 5-1 学校教育の充実 
ねらい（めざす姿）  

｢生きぬく力」が向上し、保護者がそのことに満足している。 
成果指標 現状値（H29） 担い手 

将来の夢や目標を持っている小学 6 年

生の割合（％） 83.0 
小学校 1 年生か

ら中学校 3 年生

までの児童生徒

及びその保護者 

将来の夢や目標を持っている中学 3 年

生の割合（％） 69.9 

学校運営に満足している保護者の割合

［小・中学校］（％） 83.3 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

基本事業 5-1-1 確かな学力の向上 
ねらい（めざす姿） 基礎基本および活用に関する学力がきちんと身についている。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

小学6年生の全国学力・学習状況調査の

平均点の指数【国語、算数】（点） 
103.3 市 内 

小 中 学 生 
中学3年生の全国学力・学習状況調査の 99.2 

平均点の指数【国語、数学、英語】（点） 

基本事業 5-1-2 豊かな心の育成 
ねらい（めざす姿） 基本的生活習慣や規範意識が身についている。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

学校の決まりを守っている中学 3 年生

の割合（％） 
93.7 

市 内 

小 中 学 生 毎日朝食を食べている中学 3 年生の割

合（％） 
91.2 

基本事業 5-1-3 健やかな体の育成 
ねらい（めざす姿） 基礎体力が向上している。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

体力・運動能力調査の平

均点の指数（点） 

小学5年生 101.4 市 内 

小 中 学 生 中学2年生 102.5 

基本事業 5-1-4 小中連携・地域連携の推進 

ねらい（めざす姿） 
義務教育9年間を通して小学校と中学校の連携や学校と地域の連携が

保たれている。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

コミュニティスクール設置校数（校） 0 市 内 

小 中 学 生 中学生の不登校生徒数の割合（％） 63.3 

基本事業 5-1-5 教育環境の充実 

ねらい（めざす姿） 
学校施設や設備が適切に整備・維持管理されることで、安全安心で快

適な学習環境になっている。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

学校トイレの洋式化率（％） 27.1 市 内 

小 中 学 生 電子黒板整備率（％） 16.9 
  



差し替え 
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施策 5-2 生涯学習・スポーツの推進 
ねらい（めざす姿）  

生涯学習により自己充実して、その学習結果を地域や家庭に還

元している。 
成果指標 現状値（H29） 担い手 

生涯学習活動を行っている市民の割合

（％） 47.6  

学習効果を家庭・地域に活かしている市

民の割合（％）   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   
   

基本事業 5-2-1 生涯学習の推進 

ねらい（めざす姿） 
いつでもどこでも学ぶ機会があり、また市内で多くの実体験をしてい

る。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

生涯学習の機会が十分にあると思う市

民の割合（％） 
 

 社会教育施設の年間利用者数（人）  

図書館の市民利用割合（％）  

基本事業 5-2-2 生涯スポーツの推進 
ねらい（めざす姿） 運動・スポーツをする方・観る方・支える方が増加する 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

週に１回以上、運動・スポーツをしてい

る市民の割合（％） 
55.3 

 

競技会場に行ってスポーツを見る人の

割合（％） 
 

市内スポーツ振興を支えるボランティ

ア・指導者数（人） 
 

福岡ソフトバンクホークス連携による

スポーツ関連事業参加者数（人） 
 

基本事業 5-2-3 文化財の保護と活用 

ねらい（めざす姿） 
貴重な文化財を次世代へ継承するため、文化財の保護と活用を行って

いる。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

指定文化財のき損・滅失・亡失・盗難件

数（件） 
 

 
文化財施設・文化財事業の入場・参加者

数（人） 
 

基本事業 5-2-4 青少年教育・体験活動の推進 
ねらい（めざす姿） 普段できない体験をして、学びを得ている。 

成果指標 現状値（H29） 担い手 

青少年体験活動の参加者満足度（％）   
 


